
～校内研修プログラム、実践事例集を活用した３つの取組～ 

北海道教育委員会 

平成 30 年３月 

道教委による調査では、道内の公立の幼稚園、小・中学校、高等学校等

のうち６割を超える学校等において、特別な教育的支援を必要とする幼児

児童生徒が通常の学級に在籍している実態が見られ、こうした子どもたち

に適切な指導や支援を行うことができるよう、障がいの特性等について、

教職員の理解を深めることが求められています。 

 このため道教委では、全ての教職員が、発達障がいを含む特別な教育的

支援を必要とする子どもへの指導や支援に関する基礎的な知識や技能を習

得できるよう、平成 26 年度から 27 年度にかけて「発達障がい支援モデル

事業」を実施し、この中で、27 年３月に、モデル校の取組や成果を掲載し

た「校内研修プログラム」を、また、28 年３月には、モデル校・協力校に

おける「校内研修プログラム」活用の実践事例を掲載した「通常の学級に

おける特別支援教育の視点を生かした『実践事例集』」を作成し、道内の

全ての学校等に配付したところです。 

 本年度は、昨年度と同様に、校内研修プログラム等を活用して校内研修

を行う学校を「推進校」として指定した上で、全ての管内で「発達障がい

支援成果普及事業」を実施し、その成果を取組事例集（追補版）としてま

とめました。 

 御協力いただいた各学校の皆様に深く感謝を申し上げますとともに、道

内の全ての学校において本取組事例集が活用され、特別な教育的支援を必

要とする幼児児童生徒への指導や支援の一層の充実が図られるよう願って

います。 

支援体制づくり取組事例集（追補版） 

［推進校編］ 
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平成 29 年度 道教委「発達障がい支援成果普及事業」における「推進校」 

管内 学校名 管内 学校名 

空知 

美唄市立栄幼稚園 

美唄市立中央小学校 

美唄市立東小学校 

美唄市立美唄中学校 

美唄市立東中学校 

美唄尚栄高等学校 

上川 

愛別町立愛別幼稚園 

愛別町愛別小学校 

愛別町立愛別中学校 

幌加内高等学校 

石狩 

石狩市立生振小学校 

石狩市立石狩中学校 

当別高等学校 

留萌 

留萌市立東光小学校 

初山別村立初山別中学校 

遠別農業高等学校 

後志 

共和町立はまなす幼児センター 

共和町立北辰小学校 

共和町立共和中学校 

共和高等学校 

宗谷 

稚内市立稚内港小学校

稚内市立稚内南中学校 

豊富高等学校 

稚内高等学校 

胆振 

室蘭市立蘭北小学校 

室蘭市立室蘭西中学校 

室蘭工業高等学校 
オホーツク

湧別町立上湧別小学校

湧別町立芭露小学校 

湧別町立湧別中学校 

湧別高等学校 

日高 

平取町立平取小学校 

新ひだか町立三石小学校 

平取町立平取中学校 

新ひだか町立静内第三中学校 

平取高等学校 

静内農業高等学校 十勝 

清水町立清水幼稚園 

芽室町立芽室西小学校 

芽室町立芽室小学校 

芽室町立芽室南小学校 

芽室町立上美生小学校

更別村立更別小学校 

更別村立上更別小学校 

清水町立清水小学校 

更別村立更別中央中学校 

清水町立清水中学校 

更別農業高等学校 

渡島 

八雲町立八雲小学校 

八雲町立八雲中学校 

八雲町立野田生中学校 

八雲高等学校 

釧路 

標茶町立標茶幼稚園 

標茶町立虹別小学校 

標茶町立虹別中学校 

標茶高等学校 

檜山 

厚沢部町立鶉小学校 

厚沢部町立鶉中学校 

檜山北高等学校 根室 

別海町立中西別幼稚園 

羅臼町立春松小学校 

標津町立川北中学校 

根室市立海星中学校 

根室西高等学校 



１ 校内研修の実践 

１ 

年間研修計画の工夫 
 

小学校 

児童の実態を把握し、 
適切な支援を行うための取組 
 

〇 実践の概要 
本校では、特別な教育的支援を必要とする児童への

指導方法等について、年に複数回、校内研修の中で教

職員が情報交換を行っています。 

情報交換の場では「校内研修プログラム」の活用は

もとより、北海道発達障害者支援センターや特別支援

学校、町役場の保健福祉課と連携し、対象児童の経過

観察と学習面や日常生活での指導方法等についてア

ドバイスを受けています。 

 右の写真は、アドバイスを受けて改善した、特別な

教育的支援を必要とする児童にとって分かりやすく

なるよう配慮した掲示物です。校内研修において教職

員に提示することにより、「ロッカーの片付け」や「姿

勢や鉛筆の持ち方」など、全校で統一した取組が進め

られるようにしました。 

また、校内研修では、児童への支援だけでなく、保

護者の心情に寄り添った対応についても研修内容に

位置付けました。 

〇 実践の成果 
本取組では、特別支援教育にかかわる研修等を計画的に行ったことにより、全ての児童にと

って分かりやすい授業づくりについての教職員の理解が深まりました。 

このことにより、特別な教育的支援を必要とする児童へのかかわり方や、分かりやすい掲示

などについて、教職員全体で共通理解を図り、実践に結び付けるようになるなど、校内の特別

支援教育の充実につながりました。 

 

活用した資料 
校内研修プログラム Ｐ20 

－実態把握、支援方法の検討－ 

全校で統一した掲示物の一部 

整理した棚 

月 内容 

４ 校内研修プログラムの活用 

・実態把握、支援方法の検討 

５ 発達障害者支援センター、特別支援学校

等と連携した指導方法等の検討 

特別支援教育にかかわる研修の内容 



１ 校内研修の実践 

２ 

年間研修計画の工夫 
 

小学校 

校内支援体制の充実に向けた取組 
 
〇 実践の概要 
本校では、学校がチームとなり、特別な教育的支援を必要とする児童への指導や支援を充実

させるため、通常の学級の担任を中心に特別支援部会や校内委員会を定期的に設定し、児童の

実態に基づいた個別の教育支援計画や個別の指導計画を作成について、共通理解を図っていま

す。 

また、校内研修会では、特別支援教育コーディネーターを中心に「校内研修プログラム」の

研修シートを活用し、児童一人一人の実態を踏まえた日課表を作成するなど、特別な教育的支

援を必要とする児童への指導や支援について教職員の理解を深めています。 

 

○ 具体的な研修内容（全４回） 

① 発達障がいの特性と支援の在り方 

  ・研修シート（試案）Ⅰ̶１ 発達障がいの特性の理解の活用 

② 個別の指導計画の必要性と作成について 

 ・研修シート（試案）Ⅱ̶１ 個別の指導計画の作成の活用 

③ 個別の教育支援計画の作成と活用について 

 ・研修シート（試案）Ⅱ－２ 個別の教育支援計画の作成の活用 

④ 保護者とのかかわり   

 ・研修シート（試案）Ⅲ̶１ 学級づくり③障がいの理解 

〇 実践の成果 
本取組では、特別支援教育にかかわる校内研修を年間計画に位置付けた実践を通して、特別

な教育的支援を必要とする児童一人一人の障がいの特性や状態等に応じた指導や支援の充実

を図りました。 

その結果、学校がチームとなり、全ての児童に分かりやすい授業つくりが全校的に進められ、

児童の学習意欲の向上が図られるようになりました。 

 

活用した資料 
校内研修プログラム Ｐ21、22、25 
－発達障がいの特性の理解－ 

－個別の指導計画の作成－ 

－個別の教育支援計画の作成－ほか  

校内研修の様子 校内研修プログラム研修シートⅢ-１ 



１ 校内研修の実践 

３ 

年間研修計画の工夫 
 

小学校 

校内研修の年間計画に特別支援教育 
の内容を位置付けた取組 
 
〇 実践の概要 
【定期的研修】・・・年間計画に位置付けた研修 

  ① 生徒指導情報交換会 年間10回実施。児童の実態（ＣＲＴ、Ｑ－Ｕの結果を含む）に

ついて、共通理解を図る生徒指導事例研修等を行い、予防的・

積極的な指導を行う。 

  ② こんぱす懇談会   年間４回 保護者と学級担任、特別支援教育コーディネーター

の三者面談を通して、家庭や学校での児童の様子を交流し、細

かな実態把握を行う。 

              ※こんぱす・・・Ａ町が策定した個別の教育支援計画 

【不定期研修】・・・講習及び事例研修 

① 発達障がい支援成果普及事業の取組として、発達障害者 

支援道東地域センター職員による、特別な教育的支援を必

要とする児童の観察と助言、障がい特性の理解等について

の校内研修を行いました。 

② Ａ町教育委員会の外部評価委員である大学教授による、

特別な教育的支援を必要とする児童の観察と助言等につ

いての校内研修を行いました。 

＜年間研修内容＞ 

月 学校行事等 
定期的研修 

不定期研修 
生徒指導情報交換会 こんぱす 

４ 入学式 25日 学級経営交流 １回目懇談 29日 

「児童の状況と対応」 

５  10日 Ｑ－Ｕ結果 気になる児童の交流   

６ 運動会 20日 朝の過ごし方を交流 ２回目懇談 １日 

大学教授による研修 

「児童観察と助言」 

７ 夏休み 18日 こんぱすの情報を交流  13日  
センター職員による
研修 
「見え方や聞こえ方等の体験を

通して児童理解を深める」 
 

〇 実践の成果 
本取組では、特別支援教育に関する研修を年間計画に位置付けたことにより、児童の実態把

握の方法など、全教職員が特別支援教育の基本的な理解を深めることができました。 

また、見え方、聞こえ方などの疑似体験を取り入れた演習を行ったことにより、特別な教育

的支援を必要とする児童の視覚や聴覚の特性はもとより、心情面に寄り添った指導や支援の重

要性について、共通理解を図ることができました。 

 

活用した資料 
校内研修プログラム Ｐ23 
－学級づくり－ 

疑似体験の様子 



１ 校内研修の実践 

４ 

年間研修計画の工夫 
 

中学校 

外部の関係機関と連携を図った 
校内研修の取組 
 
〇 実践の概要 
◇校内子ども支援委員会のスケジュールの確認 

  本校では、教職員の異動もあることから、年度当初に校内子ども支援委員会の年間スケジ

ュールを全教職員で確認し、４月に実施している第１回目の校内子ども支援委員会で今後の

対応について確認しています。 

○ 校内研修プログラムの活用による、障がいの特性の理解や実態把握、支援の充実 

  ・教室環境やティーム・ティーチングなど授業中における支援の工夫 

  ・授業以外の活動における支援 

 

◇外部関係機関との連携の継続 

 ○ 療育機関、病院、特別支援学校等との連携を継続することにより、障がい特性に基づく

支援方法や、対応の仕方についての理解を深め、全教職員による支援の充実 

～事例研修での助言～  

  ・子どもの「発達」や「特性」を正しく理解する。 

  ・困っていることや、問題行動の背景にあるものを理解する。 

・視聴覚教材の活用など伝わりやすい指導の仕方 等 

 

◇保護者との連携の充実 

○ 学級担任と保護者の連携はもとより、外部機関の専門家によるカンファレンスを行う

ことで、子どもへの指導や支援について共通理解を深め、学校と家庭の連携による支援 

 ・家庭との連携 

 ・関係機関との連携 

〇 実践の成果 
本取組では、特別支援教育に係る校内研修を年間研修計画に位置付け、生徒一人一人の特性

及び指導や支援の重要性について、共通理解を図ることができました。 

また、特別な教育的支援を必要とする生徒への指導方法や配慮事項を明確にしたことで、教

職員の共通理解を図り、校内支援体制を充実させることができました。 

さらに、外部機関の専門家によるカンファレンスを保護者と教員が一緒に受けたことによ

り、学校と家庭が連携しながら、指導や支援に取り組むことができました。 

 

活用した資料 
校内研修プログラム Ｐ19、20 
－発達障がいの特性の理解－ 
－実態把握、支援方法の検討－ 



１ 校内研修の実践 

５ 

年間研修計画の工夫 
 

高等学校 

校内にインクルーシブ教育システムの 
理念を周知する取組 
 

〇 実践の概要 
 本校では、学校全体で特別支援教育を推進するため、教職員を対象とした校内研修を実施す

るとともに、ピアサポートトレーニングの手法を用いて生徒が特別支援教育について考える機

会を設定しています。 

 教職員を対象とした校内研修では、職員会議など諸会議の短い時間を利用し、特別支援教育

コーディネーターや学級担任からの情報提供を基に、特別な教育的支援を必要とする生徒の支

援の状況について交流を行うとともに、年間２回外部講師を招へいした研修や hyper-QU を

用いた分析会議を実施しています。 

 生徒が特別支援教育について考える取組では、アイマスクを着用しての歩行や、話し言葉を

使わない状態で、「指定された血液型の人物を探し、サインを集める」などの疑似体験を通し

て、視覚障がいや聴覚障がいなど、障がいのある人の気持ちを理解するための学習に取り組ん

でいます。疑似体験終了後には、生徒が共生社会を意識して社会生活を送ることができるよう

振り返ることを大切にしています。 

〇 実践の成果 
本取組では、特別支援教育にかかわる内容を研修計画に位置付けたことにより、生徒一人一

人の実態に応じた指導や支援について理解を深めることができました。 

また、教職員だけでなく、生徒が疑似体験を通して、障がいのある人の気持ちを理解したこ

とは、障がいのある人と接するときに、どのようにかかわるとよいか考えるきっかけになりま

した。 

これらの取組を通して、学校全体で特別支援教育を推進する機運が高まってきました。 

 

活用した資料 
実践事例集 Ｐ32  

－授業づくり－ 

疑似体験の様子 振り返りの様子 



１ 校内研修の実践 

６ 

年間研修計画の工夫 
 

高等学校 

研修年間計画に特別支援教育に 
かかわる内容を位置付けた取組 
 
〇 実践の概要 

 

本校では、校内研修プログラムを参考に、年間を通して月に１～２度、特別支援教育に関す

る研修を行うとともに、研修便りを発行し、教職員の専門性の向上を図っています。 

研修を行うに当たっては、教職員の研修ニーズをもとに、特別支援教育コーディネーターが

中心となって研修内容を調整し、研修の充実を図っています。 

 

＜校内研修の年間計画＞ 

月 内    容 

４月 特別支援教育校内委員会において特別な教育的支援を必要とする生徒の把握 

５月 
中高一貫推進委員会の特別支援部会において特別な教育的支援を必要とする

生徒の引継ぎ 

６月 特別支援教育校内委員会において教材・教具の工夫と改善 

７月 特別支援教育パートナー・ティーチャー派遣事業の活用 

８月 特別支援教育に関する先進地域の視察 

９月 特別支援教育に関する校内ミニ研修会 

〇 実践の成果 

本取組では、特別支援教育校内委員会を中心として、組織的に研修に取り組むとともに、本

時の流れやキーワード等を表示し聴覚を支援するモニター・スクリーンや、単語や短文を表示

することで記憶を支援するフラッシュカード、単語カルタの活用などによる、授業場面におい

て生徒の実態に応じた教材・教具を工夫することにより、学校として具体的な指導や支援の充

実を図ることができました。 

 

活用した資料 
校内研修プログラム Ｐ４ 
－校内研修プログラムの年間の 

活用例－ 



１ 校内研修の実践 

７ 

特別支援教育に関する内容を年間計画に位置付ける工夫 
 

小学校 
校内支援体制の充実と関係機関 
及び家庭との連携 
 
〇 実践の概要 
本校では、特別な教育的支援を必要とする児童への指導や支援の充実を図るため、次の

取組を進めています。 

○ 「Ａ小学校特別支援教育年間計画」の作成 

特別な教育的支援を必要とする児童への指導や支援を行うに当たっては、４月に保護

者と個別懇談を行った上で、個別の教育支援計画及び個別の指導計画を作成しています。

これらの計画を活用し、校内での研修交流会や、保護者との懇談を実施するとともに、

子ども発達支援センターとの継続的な連携を行っています。 

○ 組織的な研修の充実 

校内研修では、全教職員が個別の教育支

援計画及び個別の指導計画の作成の意義に

ついて共通理解を図ることができるよう、

「校内研修プログラム」に掲載されている

「障がいの特性の理解」や「実態把握・支援

の方法の検討」の項目を活用しています。 

○ 保護者に対する特別な教育的支援につい

ての説明 

  通常の学級に在籍する特別な教育的支援

を必要とする児童へのきめ細かな支援の充

実に向け、保護者向けの通信を配付したり、

全家庭を対象とした教育相談会を実施した

りしています。 

○ 教職員間の連携と関係機関との連携 

  全教職員による日常的な観察に加え、学級

通信を活用した情報提供を放課後等の短い

時間で実施するなど、教職員間の連携を図

っています。 

また、特別な教育的支援を必要とする児童

への授業等における指導や支援の在り方等を検証するため、発達支援センター職員によ

る指導・助言を受けています。 

〇 実践の成果 
本取組では、校内での研修交流会において、児童一人一人の障がいの特性の理解や実態

把握、支援の方法を教職員間で共有したことにより、全ての児童にとって分かりやすい授

業づくりが行えるようになってきました。 

また、保護者に向けた通信を活用し、特別な教育的支援について説明したことにより、

保護者の理解を得ることができました。 

 

活用した資料 
校内研修プログラム Ｐ19、20 

－発達障がいの特性の理解－ 

－実態把握、支援方法の検討－ 

保護者向け通信 



１ 校内研修の実践 

８ 

特別支援教育に関する内容を年間計画に位置付ける工夫 
 

中学校 
授業づくりを中心とした 
校内研修の取組 
 
〇 実践の概要 
本校では、特別な教育的支援を必要とする生徒への授

業場面における支援の在り方を年間計画に位置付けて取

り組んでいます。 

例えば、８月の校内研修では、専門家を招いて、実践事

例集の「中学校～授業づくり」のページを参考に、授業中

の生徒への指示にかかわる意見交流を行いました。 

 

 

 

 

＜交流した内容＞ 

・本時の目標を端的に提示すること。 

・授業の流れをあらかじめ提示すること。 

・一度に２つ以上のことを指示しないこと。 

・次の指示をするときは、指示が聞ける態 

勢になってから行うこと。 

・指示や説明は、端的に行うこと。 

・指示が伝わっているか、その都度、確認 

をすること。 

・口頭だけの説明や指示だけではなく、掲 

示物や画像等も活用すること。 

・授業の終末では、本時の目標確認も含め 

たまとめを行うこと。 

〇 実践の成果 
本取組では、授業づくりにかかわり、本時の目標や授業の流れ、言葉による指示を明確にす

ることについて教職員間で共通理解を図りました。 

その結果、特別な支援を必要とする生徒が学習に集中できる時間が長くなり、学習内容の定

着や理解の深まりにつながりました。 

 

活用した資料 
実践事例集 Ｐ26 

－授業づくり－ 

校内研修の様子 

課題の提示 課題の提示 

写真による提示 動画視聴の様子 

まとめの提示 テレビの活用 



１ 校内研修の実践 

９ 

特別支援教育に関する内容を年間計画に位置付ける工夫 
 

中学校 

通常の学級における特別な教育的支援 
の実践を共有する取組 
 
〇 実践の概要 
＜校内研修での取組＞ 

 本校では、校内研修において、発達障がいの特性や支援方法のアイディア、今後の取組の共

有について交流し、教職員間で共通理解を図っています。 

・発達障がいの特性の確認……生活上、学習上の困難を確認しました。 

・支援のアイディアの交流……ワークシートによる事例交流を行いました。 

 

＜今後の取組の共有＞ 

交流の結果を踏まえ、各教科で統一した板

書や朝の会における連絡事項の提示など、視

覚的な手掛かりを効果的に活用することに

ついて全職員で確認しました。 

 

＜その他の取組＞ 

 職員会議等の時間を利用し、「校内研修プ

ログラム」P77～79を用いて、話題提供や交流を行いました。 

〇 実践の成果 
本取組では、校内研修終了後に、支援事例についてのワークシートを一覧にまとめ、共有し、

全校で授業づくりや学校生活全般での指導に活用しました。特に、朝の会の連絡事項の提示は、

生徒への伝達が円滑になりました。 

また、連絡事項を記載したボードを終日教室に掲示したことにより、休み時間に日課等を確

認する生徒がいるなど、効果が見られるようになりました。 

 

活用した資料 
校内研修プログラム P33 

－実態把握・支援方法の検討－ 

授業の様子 朝の会の連絡事項 

教科書の該当ページ等を明示した黒板 支援事例ワークシート 



１ 校内研修の実践 

10 

特別支援教育に関する内容を年間計画に位置付ける工夫 
 

高等学校 
障がいの理解を深め、指導上の課題や 
解決の方向性を検討する取組 
 
〇 実践の概要 
本校では、特別支援教育に関する内容を年間研修計

画に位置付け、校内研修を実施しています。 

研修内容は、特別な教育的支援を必要とする生徒の

指導や支援に関する基礎的な内容を取り上げていま

す。 

今回の研修では、発達障がいの特性を理解するた

め、研修用の映像を視聴しました。 

この資料は、発達障がい者のインタビューや疑似体

験の映像も含まれていたことから、支援の必要な生徒

の日常生活や学校生活における困難さについて理解

を深めることができました。 

視聴後には、「hyperQ-U」や「ほっと」等の結果も

踏まえ、学年ごとのグループにおいて本校の生徒が実

際に困っていることなどを交流し、適切な支援につい

て検討しました。 

その際、スクールソーシャルワーカーからの「障が

いに関する基礎的な知識を習得するとともに、生徒の

様子について教師が互いに情報共有し、指導の一貫性

をもつことが大切である」との助言を参考に、生徒が

「その時、何に困っているのか」について協議を行い、

具体的な支援の内容や方法を検討し、全教職員で共

通理解を図りました。 

 

 
月 内 容 

６月 hyperＱ-Ｕ（全学年） 

７月 学校適応感尺度アセス、子ども理解支援ツール「ほっと」（全学年） 

１０月 hyperＱ-Ｕ（１・２年） 

１２月 学校適応感尺度アセス、子ども理解支援ツール「ほっと」（全学年） 

〇 実践の成果 
本取組では、特別支援教育に関する内容を年間計画に位置付けたことにより、学校生活

全般において、生徒の言動をこれまで以上に積極的に見取り、情報共有を図ることの大切

さを教職員間で確認しました。 

その結果、特別な教育的支援を必要とする生徒への指導や支援の充実が図られるように

なりました。 

 

活用した資料 
校内研修プログラム Ｐ51 

－学級づくり－ 

学年協議の様子 

スクールソーシャルワーカーによる講演 

生活指導ユニット 指導計画 



１ 校内研修の実践 

11 

特別支援教育に関する内容を年間計画に位置付ける工夫 
 

高等学校 
生徒アンケート 
により授業場面の成果を検証する取組 
 
〇 実践の概要 
本校では、特別な教育的支援を必要とする生徒が複数名在籍していることから、生徒の実態

を踏まえ「全体への配慮と個別の支援の両面で考えること」や「少しの工夫で行うことができ

る支援を考えること」を観点に、「全ての生徒にとって分かりやすい授業づくり」に取り組んで

います。 

具体的には、年度途中に授業公開週間を設け、授業づくりに関する「発問、指示」や「板書」

「教材」などの項目について、授業評価表を活用した評価を行うことで、指導方法の共有と授

業力の向上を図っています。 

また、取組の成果を検証するために、生徒

への「授業改善アンケート」を実施しており、

その結果を踏まえて授業改善を行っていま

す。 

〇 実践の成果 
本取組では、生徒のアンケートから「話し方」、「板書」の項目について高い評価が得られ

るなど、授業づくりに関して一定の成果を得ることができました。 

また、発表することや話すことを苦手とする生徒が一定程度在籍していることが分かり、新

たな支援を検討する取組につながりました。 

今後は、全ての教科で共通した授業づくりをより一層推進していくとともに、全体への配慮

と個別の支援の両面で考える授業づくりの深化を図るため、継続した取組を進めていくことと

しました。 

 

活用した資料 
実践事例集 Ｐ30－33 

－授業づくり－ 

授業改善のためのアンケート用紙 授業評価表 



１ 校内研修の実践 

12 

短い時間を活用した効果的な研修 
 

幼稚園 

教師の効果的なかかわりについて 
共通理解を図る取組 
 
〇 実践の概要 
本園では、幼児が気持ちよく園生活を送り、幼児期における自律性をはぐくむための支援の

在り方を探るため、園内研修でブレーンストーミングなどを行い、幼児理解はもとより、指導

や支援について検討を行いました。 

［事例１］ 

① ビデオで撮影した日常の生活場面から、教師の支援でよ 

かった点や印象に残る幼児の姿などを付箋に書いて貼り

出しました。 

② 「支援のチャンスだと感じた場面」「自分ならこうする」

という視点で、気付いたことを付箋に書き出しました。 

［事例２］ 

① 校内研修プログラムを参考に、日常の幼児の言葉の中で

気になった言葉を貼り出し、それに対して「気持ちが相手に伝わる言い方、気持ちのよい

言い方」を付箋に記入し、意見を交流しました。 

② 意見を受けて、大切だと思った点について交流しました。 

③ 上記②の中で、複数回出てきたキーワードを整理し、今後の支援で具体的に意識して取

り組むことを交流しました。 

 

〇 実践の成果 
本取組では、全教職員が付箋を使って意見を出し合ったことにより、主体的に研修に参加す

ることができました。教師自身の主体的な取組を通して、指導や支援のアイディアを得ること

により、教師の気持ちに余裕が生まれ、幼児が楽しく安心して過ごせる環境をつくり出すこと

ができました。 

また、日々の言葉がけについて交流したことにより、幼児に対して、より伝わりやすい言葉

がけを増やすことができました。 

 継続して研修を行うことで、幼児への指導や支援において大切にしたいポイントを全教職員

で共有することができ、校内支援体制の充実につながりました。 

 

活用した資料 
校内研修プログラム Ｐ45、Ｐ50 

－発達障がいの特性の理解－ 
－学級づくり－ 

事例１ 日常実践の振り返り 

事例２ キーワードによる課題の焦点化 



１ 校内研修の実践 

13 

短い時間を活用した効果的な研修 
 

小学校 

個別の指導計画の作成に向けた 
「ミニ研修」の取組 
 
〇 実践の概要 

 

 

 

本校では、特別な教育的支援を必要とする児童への指導や支援について共通理解を図るた

め、校内研修プログラムを活用し、個別の指導計画の作成に向けた「ミニ研修」を実施してい

ます。 

研修では、はじめに、「児童理解のためのチェックシート」を活用し、特別な教育的支援を

必要とする児童の実態を複数の教師で把握しました。 

次に、把握した実態をもとに、より効果的な支援の方法について協議し、全体で共有した

児童の実態や支援の方法を個別の指導計画に記入しました。 

〇 実践の成果 

本取組では、児童の実態を複数の教師で多面的に分析したことにより、児童の困っているこ

とだけでなく、得意とすることについても把握することができました。 

また、複数の教師で指導や支援について検討したことにより、学校全体で指導や支援の内容、

方法について、共通理解を図ることができました。 

個別の指導計画は、必要に応じて該当する箇所から記入するなど、記入できるところから少

しずつ取り組むことにより、無理なく作成することができました。 

 

活用した資料 
校内研修プログラム Ｐ20 
－実態把握、支援方法の検討－ 

児童理解のためのチェックシート 



１ 校内研修の実践 

14 

短い時間を活用した効果的な研修 
 

小学校 

特別支援教育コーディネーターを 
中心として校内連携を促進する取組 
 
〇 実践の概要 
本校では、通常の学級に在籍している、気持ちが不安定な時に教室を飛び出すことがある児

童への対応について、学級経営交流会や生徒指導交流会等の機会に、校内研修プログラムに記

載されている「校内の連携」の項目を活用した研修を行い、学級担任はもとより、学校全体で

の組織的な指導や支援の充実を図りました。 

具体的には、特別支援教育コーディネーターが中心となり、「誰が」、「いつ」、「どのように」

当該児童に指導や支援を行うのかを明確にし、一貫した指導や支援を行うようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 実践の成果 
本取組では、特別支援教育コーディネーターが、当該児童や保護者の情報を整理し、当該児

童への指導や支援について、具体的に校内で共有することで、校内で組織的な対応ができるよ

うになり、学級担任の負担を軽減することにもつながりました。 

その結果、当該児童に対して、一貫した指導や支援を行うことができるようになり、当該児

童は落ち着いて学校生活を送る場面が増えてきました。 

 

活用した資料 
校内研修プログラム Ｐ28 

－校内の連携－ 

Ａくんへの教職員一人一人のかかわり  

 学級担任 特別支援学級担任 養護教諭 特別支援教育コーディネーター 担任以外の先生 

登校時 体調の確認 様子の観察 

授業中 ・教室の中で過ごせる

よう配慮した指導

をする。 

・個別対応が必

要な時に学

級担任に代

わって指導・

支援する。 

・興奮してい

る時は、ク

ールダウン

できるよ

う、気持ち

が落ち着く

まで対応す

る。 

・教室以外での当該児童の様子を把握し、学級担任に

伝える。 
・教室を飛び出した場合、教室に入れるよう支援する。 
・教室に入れない場合は、保健室に行くよう促す。 

休み時間 ・休み時間の様子を把握し、子ども同士

がかかわれるように配慮する。 
・学級担任と連携し、情

報を整理する。 
・休み時間の様子を把握

し、学級担任へ報告す

る。 

給食   ・教室を飛び出した場合、教室に入れるよう支援する。 

下校時 ･保護者に１日の様子

を報告する。 
  ・学級担任とともに、保

護者の相談窓口とな

る。 

 

放課後 ・特別支援教育コーデ
ィネ－ターに当該

児童の様子を報告

する。 
・支援方法について、

評価改善する。 

・特別な教育的

支援を必要

とする児童

への指導や

支援方法を

学級担任に

情報提供す

る。 

・保健室での

様子を特別

支援教育コ

ーディネー

ターに報告

する。 

・当該児童及び保護者

の願い等の情報を整

理し、全校に発信す

る。 
・支援の方法を学級担

任と検証する。 

・当該児童の情報を確認

し、指導や支援の方策に

ついて、気付いたことを

特別支援教育コーディ

ネーターに報告する。 

校内の連携が分かるシート 



１ 校内研修の実践 

15 

短い時間を活用した効果的な研修 
 

中学校 

生徒の特性を把握する意義や 
方法への理解を深める取組 
 
〇 実践の概要 
 

項   目 内   容 該当する場合は○ 

聞く 全体への指示や説明を聞いて理解できる。  

話す 話題から逸れずに簡潔に話すことができる。  

書く 
メモを適度な時間で書き写すことができる。  

文字の細かい部分を書き間違えない。  

計算する 

時間がかからず計算できる。  

答えを得るのにいくつかの手続きがかかる問題を解くこ

とができる。 
 

推論する 
図形を適度に描くことができる。  

文章題を解くことができる。  

注意集中 
気が散らず集中できる。  

最後まで粘り強く課題に取り組むことができる。  

多動性 立ち歩かずにじっと座っていることができる。  

人とのかかわり 
相手の感情や立場を理解し想像してかかわることができ

る。 
 

 

 本校では、校内研修プログラムを参考に、「自己理解シート」を学校が独自に作成して全教職

員が自分自身の得意なことや不得意なことをチェックする取組を行いました。 

自己理解シートを活用した演習を行ったことにより、誰もが困っていることがあることを実

感し、生徒一人一人の学習上の特性を把握する意義を確認しました。 

また、「保護者への理解や生徒理解をどのように深めるか」をテーマに協議を行うことによ

り、保護者や生徒の心情に寄り添った指導や支援について理解や考えを深めることができまし

た。 

〇 実践の成果 
本取組では、生徒の特性を理解する意義や方法を確認したことにより、生徒の実態を複数の

教師で多面的に把握し、生徒の「よさ」や課題を全教職員で共有することができました。 

また、共有した情報をもとに、生徒の「よさ」を生かした支援を行うなど、より効果的な支

援に学校全体で取り組むことができるようになりました。 

 

活用した資料 
校内研修プログラム Ｐ33 
－実態把握、支援方法の検討－ 
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短い時間での活用 
 

中学校 

障がいについての保護者の理解を 
深める取組 
 
〇 実践の概要 
本校では、特別支援教育に関する取組について、教職員一人一人が自分の言葉で説明できる

よう、校内研修プログラム「障がいの理解」や「研修シートⅢ－１」を活用した校内研修を行

っています。 

特別支援教育に関する保護者のニーズは高く、「子どもにどのような支援が行われているか

知りたい」や「学校での特別支援教育の在り方を教えてほしい」などの要望があったことから、

特別な教育的支援を必要とする生徒への指導や支援について、保護者集会で説明する場面を設定

しました。 

 保護者集会では、特別支援教育コーディネーターが、特別支援学級の活動を紹介するととも

に、各学級担任が、通常の学級における指導や支援の取組を具体的に説明しました。 

項目 学校の説明 保護者との交流 

○ 本校の特別支援

教育の取組を理解

する。 

 

○ 通常の学級に在

籍する特別な支援

を必要とする生徒

について理解する。 

○ 特別支援教育コーディネーター

が、特別支援学級における実践はも

とより、本校の特別支援教育の取組

について説明する。 

○ 学級担任が、通常の学級に在籍す

る特別な教育的支援を必要とする生

徒への指導や支援について具体的な

取組を説明する。 

○ 特別支援教育コーディネー

ターは、特別支援教育にかか

わる保護者からの質問に答え

る。 

○ 学級担任は、生徒一人一人

の障がい等の実態に応じた指

導や支援の状況について保護

者に説明し、共通理解する。 

 

〇 実践の成果 
本取組では、保護者のアンケートより、「特別支援学級だけでなく、通常の学級でも特別支

援教育に取り組んでいる様子が伺えた」や「特別な教育的支援を必要とする生徒への指導や支

援について具体的に知ることができた」等の感想が寄せられるなど、特別な教育的支援を必要

とする生徒の支援への指導や支援について、保護者と共通理解を図ることができるようになっ

てきました。 

 

活用した資料 
校内研修プログラム Ｐ38、39 

－学級づくり－ 

保護者懇談会の様子 

保護者との取組交流シート 
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特別支援教育に関する研修会の実施 
 

小学校 

日常の実践を交流し、 
教師の専門性の向上を図る取組 
 

〇 実践の概要 
本校では、「発達障がい支援成果普及事業」の

成果を学校全体で共有し、実践することができる

よう、日常の授業で必ず実践する取組を定めると

ともに、研修計画に実践交流を位置付け、定期的

に実施しました。 

実践交流では、学習指導や生徒指導の取組は

もとより、養護教諭や特別支援学級を担当する

教員の実践を交流し、特別な教育的支援が必要

な児童だけでなく、全ての児童の学びを支える

ための効果的な方法について教職員間で情報を

共有しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 実践の成果 
本取組では、学校全体で多くの実践を共有したことにより、児童への指導や支援に関する基

礎的な知識や技能を習得することができました。 

また、様々な実践から、教師一人一人の指導や支援の方法を振り返り、改善策を検討したこ

とにより、学級づくりや授業づくりで大切な「全体への配慮」と「個別の支援」の充実を図る

ことができました。 

 

活用した資料 
取組事例集 Ｐ31～73 

－学級づくり、授業づくりの実践－ 

授業で必ず実践する内容 

 

ミニプリントの配付 

 

健康診断を行う際の配慮 

 
全ての児童の学びを支える効果

的な方法について共有していま

す。 

自分の考えを伝える工夫 

 

感情をコントロールする工夫 
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特別支援教育に関する研修会の実施 
 

小学校 

研修シートを活用した情報共有による 
校内の支援体制づくりの取組 
 

〇 実践の概要 
本校では、学級担任が学級の運営や授業を進めるに当たり、通常の学級に在籍する特別な教

育的支援を必要とする児童について、教職員間で相談し、連携しながら指導や支援が行えるよ

う校内研修プログラムを活用して教職員の役割等を整理しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 実践の成果 
本取組では、特別な教育的支援を必要とする児童の指導や支援について、研修シートを活用し、

実態把握から具体的な支援方法までを学級担任、特別支援教育支援員、学年団、特別支援教育コ

ーディネーター、養護教諭で検討したことにより、校内の支援体制を整えることができました。 

その結果、学級担任だけのかかわりから、学校全体での対応が可能となり、様々な課題に対

する改善策が明確になってきました。 

 

活用した資料 
校内研修プログラム Ｐ28 

－校内の連携－ 

①  

支援状況を

把握する。 

②  

把握した内

容に基づき

課題を明確

にする。 

③  

明確にした

課題に対し

て、支援内

容や配慮事

項を再検討

する。 

当該児童への支援や配

慮を行う際は、学級担任が

中心となることから、校内

研修において、研修シート

を活用し、学級担任以外の

教員も含めてどのように

かかわっているのか、現在

の支援内容や配慮事項に

ついて状況を把握しまし

た。 

複数の教員から得られた

情報をもとに、対象児童の課

題を明確にすることで、より

客観的な実態把握をするこ

とができました。 

研修シート（試案）Ⅲ―３ 校内の連携 

○ 教職員全員が対象児童の課題や支援内容について共通理解を図ることができました。 

○ 学校全体で対応することにより、対象児童に対する支援や配慮の徹底が図られました。 
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特別支援教育に関する研修会の実施 
 

小学校 

「温かい雰囲気づくり」を目指した
取組 
 

〇 実践の概要 
本校では、研究主題である「どの子にも『わかる』『で

きる』確かな学びを保障する授業づくり」の推進に当た

り、学習規律の統一と温かい雰囲気づくりを目指した取

組を進めています。 

 その取組の一つとして、校内研修プログラムや特別支

援教育センターの研究紀要等を参考に、研修シートを作

成し、実際の場面を想定した教師の言葉がけの工夫や非

言語で伝える手法についての演習を行い、協議をしまし

た。 

 

 

 言葉がけ 好意に満ちた言葉がけ 非言語（環境・人など） 
例

１ 

またＡ君か！誰か怪我を

したらどうするの！危な

いって言ったでしょ！ 

嫌なことがあったんだね。まずは座ろう。話

を聞くよ。 

いすを用意し、親身に聞く態

度をとる。 

例

２ 

 

うるさい！静かにしなさ

い！ 

話をやめましょう。 

音を立てないで、さあ、やってみましょう。 

指を立てて「しー」のポーズ 

静かに立って見つめる。 

 また忘れ物か。明日持って

くるって言ったよね！ 

  

研修シート 

 

表情 □にっこり笑って □驚いた表情で □うなずいて □大げさに 

声量 □大きい声で □通常の声で □小さい声で □声を出さずに 

アイコンタクト □目で合図 □視線を合わせて □目を大きく広げて 

動作 □握手や拍手 □指でＯＫ・○（丸）のサイン □ハイタッチ □肩に手をかけて 

タイミング □その場ですぐに □集中が切れる前に □一言ほめてその場を離れる 
 

非言語の「ほめる・認める」手法の例（北海道立特別支援教育センター研究紀要第27号より引用） 

〇 実践の成果 
本取組で行った演習を取り入れた研修は、教師自身の指導方法や児童の実態を客観的に振り

返るきっかけとなるとともに、同僚の優れた指導方法や指導技術を学ぶよい機会になりました。 

その結果、日常の言葉がけや学習規律の大切さはもとより、非言語による児童への賞賛など、 

児童が安心して学べる環境づくりについての教職員の意識が高まりました。 

 

活用した資料 
校内研修プログラム Ｐ24 
－学級づくり－ 

研修の様子 

研修の様子 
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特別支援教育に関する研修会の実施 
 

中学校 

「相談支援フローチャート（学校版）」 
の活用による校内体制の整備の取組 
 

〇 実践の概要 
本校では、保護者からの就学や進学に係る相談に対し、学校全体で共通した対応をすること

ができるよう、「相談支援フローチャート」を作成し、活用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆□◆ 相談支援フローチャート ◆□◆ 

〇 実践の成果 
本取組では、保護者の相談にきめ細かく応じるためのツールとして、フローチャートを用い

て、対応の仕方を可視化し、学校全体で共有しました。 

その結果、全ての教職員が教育相談に関する基礎的、基本的な知識について理解することが

できました。 

 

活用した資料 
取組事例集 Ｐ90～93 

－相談体制の充実－ 

＜保護者からの相談＞ 

現在、特別支援学級に在籍していますが、将

来、高等学校への進学を希望しています。小学

校から中学校に進学する際、通常の学級に変更

した方がよいでしょうか。 

＜保護者からの相談＞ 

学習内容の理解が難しい、友達とのかかわ

りが上手にできないなど、学校生活の様子が

気になります。今後どうしたらよいのか、相

談したいのですが。 

在籍変更等の相談の場合 かかわりについての相談の場合 

在籍変更を希望する場合（通常の学級から特別支援学級など） 

相談→知能検査 
（児童相談所、特別支援教育センター、教育局巡回相談など） 

知能検査や学校生活の様子を聞き取りながら、

本人の現在の状況について把握 

在籍変更の意思確認（本人・保護者） 
※在籍変更に当たっては、本人・保護者の同意が前提 

教育委員会に変更の意思を伝える 

→市の教育支援委員会で検討 

→市の教育委員会が判断 

→在籍の変更 

保護者が子どもへのかかわりについて相談を希望する場合 

保護者→担任、コーディネーター 

内容の把握（授業面、友達との関係など） 

パートナー・ティーチャー派遣事業の活用 

指導や支援についてアドバイスを受ける 

児童相談所、特別支援教育センターへの相談 

知能検査等を用いて得意や不得意を把握する 

管理職、担任、教科担当者へ周知 
→支援する内容の検討、保護者への協力など 
教職員に周知 
→生徒指導や進路指導の実施 
学校、地域、関係機関との連携 
→手帳の取得など 
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特別支援教育に関する研修会の実施 
 

中学校 

特別支援教育スーパーバイザーを 
活用した校内研修の取組 
 

〇 実践の概要 
本校では、教育局の特別支援教育スーパーバイザー（以下、「ＳＶ」）に特別な教育的支援を

必要とする生徒が在籍する学級の授業参観を依頼し、生徒の実態を踏まえた学校生活における

支援の工夫について当該生徒の担任が直接、指導助言を受けました。 

 その後、ＳＶを講師とした校内研修において、発達障がいの特性の理解やかかわり方のほか、

自校に在籍する特別な教育的支援を必要とする生徒への具体的な支援方法について助言を受

けました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、ＳＶによる講義内容を踏まえ、自校に在籍する特別な教育的支援を必要とする生徒に

ついて、個別の指導計画を作成する演習を行いました。その際に、各授業における当該生徒の

実態や、実施可能な支援方法について、当該生徒の指導にかかわる全教職員で話合いを行いま

した。 

〇 実践の成果 
本取組では、教育局のＳＶによる授業参観や、校内研修における講義、個別の指導計画作成

の演習を関連付けて行ったことにより、自校に在籍する特別な教育的支援を必要とする生徒に

対する指導目標や具体的な支援方法について、理解を深めることができました。 

 また、学級担任や特別支援教育コーディネーターに加え、教科担当者など、全ての教員が校

内研修や個別の指導計画の作成にかかわったことにより、特別な教育的支援を必要とする生徒

に対して、共通の視点で指導や支援を行うことができるようになりました。 

 

活用した資料 
校内研修プログラム Ｐ73 

－個別の教育支援計画の作成を 

目指そう！－ 

個別の指導計画作成の様子 校内研修の様子 

授業参観の様子 
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特別支援教育に関する研修会の実施 
 

中学校 

配慮が必要な生徒への支援の在り方を 
学校全体で検討する取組 
 

〇 実践の概要 
◎平成29年度 特別支援委員会 
・構成員 特別支援教育コーディネーター、教頭、主幹教諭、養護教諭、各学年の特別支援学

級担当者、学級担任 
・内容 （１） 学校が独自に作成した「支援共通理解シート・スクリーニングシート」や通常

の学級と特別支援学級の支援状況、各学年の打合せ等から要支援生徒の実態を把
握する。 

    （２）特別支援教育コーディネーターが主催し、特別支援委員会や支援会議を行う。 
    （３）要支援生徒の状況（個別シート・個別の指導計画）を職員会議や研修会等で報

告し、全教職員で共通理解を図るとともに対応策を検討する。 
    （４）個別の指導計画、個別の教育支援計画に基づいた支援を行う。 
    （５）外部関係機関と連携し、専門家の指導助言を参考に、工夫を加えながら生徒を

支援していく。 
    （６）個人ファイルの管理を行う。（個別シート、個別の指導計画、個別の教育支援計

画） 
本校では、通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする生徒への支援について、
全教職員で共通理解を図り、実態把握に努めています。月に１回実施している特別支援委員
会では、各学年、学級での生徒の様子や指導の経過などを交流し、当該生徒への指導や支援
の方法を検討するなど、効果的な指導を行うことができるよう工夫しています。 
 

 
 

【生徒の実態について】         【配慮事項について】 
〈文字について〉              〈書くことについて〉 
□文字が読みにくい（黒板・教科書・ノート） □代読 
□漢字・ローマ字を書くのが困難       □ルビ 
□文字の大きさが揃いにくい         □学習しやすい座席 
〈書くこと・読むこと・コミュニケーション〉  □パソコンによるノートテイク 
□聞いたことを忘れる            □代筆 
□先生の話している内容を理解するのが困難  □大きなます目のノートの使用   
□教科書を読むのが困難           

〇 実践の成果 
本取組では、生徒の様子や指導の経過などの交流を積み重ねることにより、教職員の特別支

援教育に対する意識が変化し、通常の学級にも特別な教育的支援を必要とする生徒が在籍して

いるという認識のもと、生徒の生活上又は学習上の困難さに気付けるようになりました。 

月１回の会議や個別シートに基づく報告や、個別の指導計画の作成を通して、特別な教育的

支援を必要とする生徒への理解が深まり、日常の授業や生活の中で教職員が当該生徒への必要

な指導や支援を行うことができるようになりました。 

 

活用した資料 
実践事例集 Ｐ35 

－個別の教育支援計画を活用した 
引継ぎの例－ 

「支援共通理解シート・スクリーニングシート」 
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研修の様子 

特別支援教育に関する研修会の実施 
 

中学校 

グループワークを取り入れ 
互いの指導方法を交流する取組 
 

〇 実践の概要 
本校では、特別な教育的支援を必要とする生徒の理解を深めるため、特別支援委員会が中心

となり、定期的に研修会を実施しています。 

この研修会では、特別支援教育の専門家を講師として招へいし、支援を必要とする生徒の障

がいの特性や具体的な支援方法について学ぶ内容を計画的に位置付けています。研修では、下

記のシートを活用し、各教員が授業や日常生活の中で感じていることを出し合いながら指導方

法を検討しました。 

  

                 

 

〇 実践の成果 
本取組では、研修で学んだことを生かして、各教員が生徒への日常的なかかわり方や指導方

法を工夫することにより、学校全体の特別支援教育への理解が深まりました。 

また、特別な教育的支援を要する生徒の実態をもとに、生徒指導と関連付けた研修を行った

ことにより、教職員が指導する際に困難と感じていた事案について、具体的な対応方法を学ぶ

ことができました。 

その結果、生徒の授業態度にも変化が見られ、学習意欲が高まってきています。 

 

グループワークの様子 

活用した資料 
校内研修プログラム P33 

－実態把握、支援方法の検討－ 

グループワークの内容及び作成した資料 

教員が右の項目に該当

する「自分の考えや実践

していること」をカード

に記入し、意見交流を行

いました。 
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特別支援教育に関する研修会の実施 
 

高等学校 
生徒が抱える困難さを理解するための 
校内研修の取組 
 

〇 実践の概要 
本校では、一斉指導における学習活動や学習内容の理解に困

難さを示す生徒が多数在籍していることから、全ての生徒にと

って分かりやすい授業づくりを行う必要がありました。 

そこで、教育局の特別支援教育スーパーバイザーの講義を通

して、学習面や行動面に困難さを抱える生徒の理解を深めるこ

ととしました。 

具体的には、校内研修プログラムを活用し、特性に配慮した

指示、説明、発問の工夫について演習と協議を行いました。 

 

《演習・協議》 

① 教師役が、次の長い文章を早口で説明しました。 

  明日は、バスで町内の名所をめぐります。注意することは、 
「先生から目を離さないこと」 
「はぐれないよう、グループで一緒に行動すること」 
「勉強に関係ない無駄話をしないこと」です。 

 
②  教師役が、説明内容について、淡々と質問しました。 
  ・注意することの２番目は何でしたか。 
 ・持ち物は全部でいくつありましたか。 
 ・昼食の時の約束は何でしたか。 
 
③  振り返り 
  ・答えられない時はどんな気持ちでしたか。 
 ・そのような気持ちにさせないための配慮として、あなたはどうしますか。 

 
《演習の振り返り》 
○ ソフト面に関する配慮 ⇒ 簡潔に話す、何点話すかを予告する、途中で復唱し確

認する、隣の生徒と確認し合うことが重要 

○ ハード面に関する配慮 ⇒ 教師はプリントの配付や要点を板書するほか、生徒に

対してメモをとるなど記録することを促すことが重要 

〇 実践の成果 
本取組では、演習を行ったことにより、「一見、指示や説明を聞いて理解しているように

見えても、取組や行動に移せない生徒の気持ちが理解できた」「短期記憶や集中できる時間

は一人一人異なり、それぞれに応じた配慮が必要であると感じた」などの感想が寄せられま

した。演習で感じたことを指導や支援に生かすことにより、「生徒が教師の方を向いて話を

聞くようになった」「動作の取り掛かりがスムーズになった」など、生徒の様子に変化が見

られるようになりました。 

 

活用した資料 
校内研修プログラム Ｐ45 
－発達障がいの特性の理解－ 

研修の様子 
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特別支援教育に関する研修会の実施 
 

高等学校 

全体への配慮を充実させた 
分かりやすい授業づくりの取組 
 

〇 実践の概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校では、全ての生徒にとって分かりやすい授業づくりを実践するため、実践事例集を参考

に、特別支援教育の視点を取り入れた授業づくりについて校内研修を行っています。 

 校内研修では、授業場面における「全体への配慮」について学び、分かりやすい指示や板書

など、生徒の実態に応じた取組を進めています。 

 また、授業で実践したことについて、教職員を対象としたアンケートを実施し、実践の成果

と課題を全教職員で共有しています。 

〇 実践の成果 

本取組では、全体への配慮を充実させたことにより、どの生徒にも分かりやすい説明や指示、

発問をすることができるようになりました。 

その結果、特別な教育的支援を必要とする生徒においても、学習内容の定着が見られました。 

 また、全ての教職員で特別支援教育の視点を取り入れた授業の工夫について共通理解を図っ

たことにより、学校全体の授業力の向上につながりました。 

 

活用した資料 
実践事例集 
－通常の学級における特別支援教育

の視点を生かした実践の考え方－ 

〇 校内研修の実施 
 ・「全体への配慮」について 
 ・実践事例の紹介 
 ・授業での実践に向けて 

〇 アンケートの実施（教員対象） 
 ・指導の工夫について 
〇 誰もが分かりやすい授業づくりの

ための工夫の共有 

（アンケート結果） 
〇 指示の明確化を図る工夫 
 ・指示は一度に一つとする。 
 ・映像など視覚的な支援を工

夫して伝達する。 
〇 板書の工夫 
 ・主述の明確な文章を示す。 
 ・重要度、用途により色を使

い分ける。 
 ・作業の流れを表示する。 
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特別支援教育に関する研修会の実施 
 

高等学校 

関係機関との連携による 
ＩＣＴを活用した遠隔研修の取組 
 
〇 実践の概要 
本校では、管内の道立高等学校２校、特別支援学校及び北海道立特別支援教育センターと

連携し、遠隔授業システムを活用した特別支援教育に関する合同研修会を実施しました。 

本研修では、本校及び管内の道立高等学校２校を会場とし、遠隔授業システムを用いて、

北海道立特別支援教育センターの所員による講義を各会場に配信し、通常の学級における特

別な教育的支援を必要とする児童生徒への指導や支援の在り方等について理解を深めまし

た。 

また、講義後、各会場において、管内の特別支援学校の教員をファシリテーターとしたワー

クショップや実践交流を行い、各校における今後の支援方策などについて協議を行いました。 

本研修には、当該高等学校の教員だけでなく、近隣の小・中学校の教員も参加したことに

より、児童生徒の発達の段階に応じた支援の方策について意見を交換するとともに、小・中

学校と高等学校が連携した取組の重要性について共通理解を図ることができました。

北海道立
特別支援教育センター

講演の配信、助言

実践や意見等の交流

Ｂ高等学校 Ｃ高等学校

Ａ高等学校

 

〇 実践の成果 
本取組では、研修会に参加した教員から、「発達障がいのある生徒がどのような場面で困難

を感じているのか、理解を深めることができた」、「児童生徒理解を深め、学校全体で共通理解

を図るとともに、連携して支援する必要がある」、「他校の実践や先生方の意見を聞くことによ

り、自校の取組を見直すことができた」、「遠隔授業システムを活用して、他校との協議や意見

交流を今後も実施したい」などの感想が寄せられるなど、ＩＣＴを活用した、効果的な研修を

行うことができました。 

 

活用した資料 
校内研修プログラム Ｐ75 
－発達障がいのある子どもへの指導

や支援に関するＩＣＴの活用－ 
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特別支援教育に関する研修会の実施 
 

高等学校 

個別の移行支援計画を活用した 
キャリア教育の取組 
 

〇 実践の概要 
本校では、特別支援教育の充実に向けた定期的な校内研修に取り組んでいます。 

本年度は、管内の特別支援学校と連携し、キャリア教育の視点を踏まえた指導や支援につい

て、特別支援学校の教員を講師とした研修を行いました。 

 講師からは、特別支援学校の実践例をもとに、特別な教育的支援を必要とする生徒へのキャ

リア教育の重要性について説明がありました。 

その後、実践例を参考に、本校における特別支援教育の充実を図るため協議を行いました。 

 協議した内容を踏まえ、生徒の社会的自立や円滑な就労に向けた支援計画である「個別の移

行支援計画」の作成方法、キャリアカウンセリングの演習などを行い、実践的な指導力の向上

を図りました。 

 

 

〇 実践の成果 
本研修では、効果的な実践例や演習をもとに、キャリア教育の視点を踏まえた指導や支援に

ついて理解を深めるとともに、生徒の自立や社会参加を目指し、計画的、系統的な指導を充実

させることについて、学校全体で共通理解を図ることができました。 

また、生徒の実態に応じた個別の移行支援計画を作成することにより、生徒の自立や社会参

加に向けた、校内におけるきめ細かな支援や関係機関との連携の重要性について、共有するこ

とができました。 

 

活用した資料 
校内研修プログラム Ｐ46、47 
－実態把握、支援方法の検討－ 
－個別の指導計画の作成－ 

個別の移行支援計画（抜粋） 演習の様子 

個別の移行支援計画 

講師による説明の様子 
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特別支援教育に関する研修会の実施 
 

高等学校 

発達障がいの特性を理解する 
校内研修の取組 
 
〇 実践の概要 
本校では、特別な教育的支援を必要とする生徒への指導や支援の充実に向けて、校内研修プ

ログラムを活用し、「発達障がいの特性の理解」や「好意に満ちた言葉がけ」の演習などに取り

組みました。 

 校内研修では、障がいの特性に応じた指導や支援、共感的な姿勢を大切にした望ましい言葉

がけについて取り上げ、研修後には、教職員で共通理解を図り、指導を行っています。 

 

 

 

〇 実践の成果 
本取組では、特別な教育的支援を必要とする生徒の学習上、生活上の困難さについて、その

背景を大切にした指導や支援を行うことを教職員間で共通理解しました。 

また、生徒一人一人の多様な実態を踏まえた授業づくりやクラスづくりの工夫として、分か

りやすい指示や言葉がけの大切さについて共通理解することができました。 

 

活用した資料 
校内研修プログラム Ｐ45、Ｐ50 

－発達障がいの特性の理解－ 
－学級づくり－ 

研修で使用したワークシート 
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校内環境や教室環境の工夫 
 

幼稚園 

研修シートを活用し、全教職員で 
支援内容を共有する取組 
 

〇 実践の概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本園では、全職員で支援内容の共通理解を図り、より効果的な支援を行うため、研修シート

Ⅲ－１を活用し、子どもの実態に応じた指導や支援の充実を図っています。 

 研修シートには、基本的な生活習慣の定着に向けた支援や、集団による活動への参加を促す

際の支援についてまとめています。まとめた内容は、Ａ町幼小連携連絡会において活用し、関

係する小学校との引継ぎにも活用しています。 

〇 実践の成果 

本取組では、全職員で支援内容の共通理解を図り、子どもの実態に応じた指導や支援の充実

を図ることで、子どもたちにとって活動しやすい環境整備を進めることができました。 

 また、職員同士の支援内容や方法についての交流が充実したことにより、効果的な取組を共

有することができました。 

その結果、特別支援教育にかかわる教職員の資質向上を図ることにつながりました。 

 

活用した資料 
校内研修プログラム Ｐ10 
－学級づくり－ 

１ 指導や支援の検討 【４歳児年中組 Ｋ児への支援を含めたクラスの取組】 

目指す取組 事 例 学級づくりに関する実践交流 

・１日の生活に見
通しをもち、今
日の活動に期待
をもたせる取組 

 
 
 
 

・「今日の予定は・・」等、ホワイト
ボードに１日の予定（流れ）を文
字やイラストを使いながら、説明
する。 
・「楽しい事がいっぱいある」と思え
るような伝え方や見通しがもて
るよう「〇時になったら○○ができ
る」等、時計に印を付け、遊びへ
の期待がもてるよう説明する。 
・毎日の生活の中で、遊びに必要な
道具が分かりやすいよう、写真や
絵カードで表示する。 

 ・１日の流れに、Ｋ児の好きな活動
や遊びの場（体育館）があること
を、視覚的な手掛かりを用いて説
明し、期待感をもたせる。 
・Ｋ児以外の子どもたちも、１日の
流れを知ることで主体的に活動
する姿が多く見られる。 
・どこに何があるかが分かり、やり
たい遊びがすぐ実現できている。
自分で出したり、自分で片付けた
りすることに戸惑いなく、取り組
めている。 

・上手にできたこ
とを認めて、自
信や意欲につな
げる取組 

 
 
 
 

・全員の準備ができるまで、静かに
座って待っているなど、約束が守
れたときには、一人一人を認めた
り、褒めたりする。 
・「〇」という記号やカードで行動を
評価するとともに、頭をなでるな
どして、褒める。 

・Ｋ児を褒めるときは、ぎゅっと抱
っこしたり、頭をなでたりするこ
とが、「ごほうび」となっている。 
・褒めてもらうことが、喜びにつな
がっており、約束も少しずつ守れ
るようになってきている。 
・クラス全体の子どもたちを褒める
ことは、どの子どもたちにとって
も自信と喜びにつながっている。 

校内研修プログラムⅢ-１ 学級づくり 
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校内環境や教室環境の工夫 
 

幼稚園 
全学級で統一した環境づくりの取組 
 
〇 実践の概要 
 

本園では、特別な教育的支援を必要とする幼児への指導や支援の充実を図るため、視覚

的な手掛かりによる支援や温かな言葉掛けによるかかわりに取り組んでいます。 

 

○ 視覚的な支援  

・教室内の興味があるものに注意  

が逸れ、集中して話を聞くこと

が難しい幼児が在園しているこ

とから、掲示の仕方や物の配置

を検討し、全学級で統一してい

ます。 

・見通しをもてないことで不安に

なる幼児が在園していることか

ら、一日の保育の流れを見通せ

るよう、全学級で同じ絵柄のス

ケジュールカードを用いて日課

を掲示しています。 

・物置の入口等に掲示している入 

室禁止の表示について、幼児が言

葉の意味を考えて行動できるよ

う工夫しています。 

 

○ 温かな言葉がけ 

・端的な言葉がけで指示するようにしています。 

・教職員の日常の言葉掛けについて振り返り、幼児にとって肯定的な温かな言葉掛けと

なるよう共通理解を図っています。 

 

〇 実践の成果 

本取組では、全学級で「視覚的な手掛かりを用いた支援」に取り組んだことにより、年

齢の異なる子どもを指導する縦割り保育でも、幼児が安心して取り組むことができるよう

になりました。 

特に、日課等の掲示位置を統一したことにより、全ての幼児が、どの教室でも落ち着い

て活動に取り組むことができるようになりました。 

また、端的な指示や、掲示を含めた教室環境について交流したことは、互いの実践を高

めることにつながりました。 

 

活用した資料 
実践事例集 Ｐ３、６ 

－保育の展開－ 

－好ましくない言葉がけを好意に 

満ちた言葉がけに変える例－ 

整理前 整理後 

スケジュールカード 入室禁止の掲示 
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校内環境や教室環境の工夫 
 

幼稚園 
視覚的な手掛かりを用いた 
環境づくりの取組 
 
〇 実践の概要 

 

 

 

本園では、廊下を走りながら遊戯室へ向かう園児が多く、出入口の付近で園児同士が衝突す

ることがありました。 

そのため、実践事例集の「保育の展開」を参考に園内の環境を整えています。 

 具体的には、教師がその都度、言葉掛けを行わなくても、園児が自分で安全を確認し、自ら

危険を回避できるよう、身近な道路標識や、左右を確認するためのマークを貼るなど、掲示物

を工夫するとともに、各学級で標識の意味について指導を行いました。 

 

〇 実践の成果 

本取組では、視覚的な手掛かりを用いて園内の環境を整えたことにより、教職員が言葉がけ

を行わなくても、自ら「一時停止」をした後、左右を確認してから遊戯室へ行く園児が増えま

した。 

 また、園児同士で、一旦止まって安全確認をしたり、声を掛け合ったりする姿も見られるよ

うになりました。 

 

活用した資料 
実践事例集 Ｐ３ 
－保育の展開－ 

視覚的な手掛かりを用いたホール入口の掲示 
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掲示や板書等への配慮 
 

小学校 

全校で統一した 
分かりやすい板書の取組 
 

〇 実践の概要 

 

 

本校では、児童一人一人が板書を正しくノートに写し、復習の際にノートを活用しやすくす

るため、板書の表記を統一することに取り組んでいます。 

具体的には、ノートに書き写す際、行の終わりや始まりの文字で児童が脱字の有無を確認す

ることができるよう、板書を行う際には、児童用ノートのマス目と同じ文字数で板書をしてい

ます。 

 また、板書では、その授業における「問題」「めあて」「考え」「友達の考え」「まとめ」「ふり

かえり」が分かりやすいようカードを用いて表記しています。表記方法は、「も」＝問題、「め」

＝めあて（学習課題）、「か」＝考え、「と」＝友達の考え、「ま」＝まとめ、「ふ」＝ふりかえり

などと全校で統一して取り組んでいます。 

〇 実践の成果 
本取組では、児童用ノートのマス目と同じ文字数で板書を行ったことは、板書内容の精選に

もつながりました。 

その結果、児童が、1行ずつ自分で確認をしながら、正しくノートに写すことができるよう

になりました。 

 また、黒板に学習課題を提示することを全校で統一したことにより、教科や学年が変わって

も、学習に見通しをもって参加することができるようになり、児童が意欲的に学習活動に取り

組む場面が多く見られるようになりました。 

 

活用した資料 
実践事例集 Ｐ16 

－授業づくり－ 

板書の例 児童が書いたノート 
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掲示や板書等への配慮 
 

小学校 

掲示や板書の工夫により 
指示を明確化する取組 
 
〇 実践の概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校では、特別な教育的支援を必要とする児童への指導や支援の充実を図るため、実践事例

集の「授業づくり」を参考に、視覚的な手掛かりを用いた明確な指示や分かりやすい説明に取

り組んでいます。 

 授業の冒頭には、板書や掲示物、映像を使って本時の学習活動を説明し、見通しをもてるよ

うにしています。 

 また、児童によっては、活動中に授業の流れを確認する必要があることから、授業中も児童

の見やすい場所に授業の流れを掲示しています。 

〇 実践の成果 
本取組では、掲示や板書など、学習活動を説明する際の工夫を行ったことにより、児童が活

動の見通しがもてるようになりました。 

また、授業中、児童が自ら活動の手順を確認することができるようにしたことにより、児童

の集中力が高まり、学習活動に主体的に取り組めるようになりました。 

 

活用した資料 
実践事例集 Ｐ14 

－授業づくり－ 

スケジュールの掲示 
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掲示や板書等への配慮 
 

小学校 
全校で統一した板書の工夫による 
授業改善の取組 
 
〇 実践の概要 
本校では、全ての児童にとって、分かりやすい授業づくりを目指しています。 

具体的には、児童に課題や授業の流れを分かりやすく示したり、板書とノートの文字数を一

致させたりするなどの工夫に全教職員で取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 また、全教職員が分かりやすい板書を常に意識できるよう、板書の例を資料としてラミネー

ト加工し、配付しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 実践の成果 
本取組では、全校で統一した取組を行ったことにより、どの学級でも児童が見通しをもち、

安心して学習活動に取り組むことができるようになりました。 

 また、ノートのマス目と板書の文字数を一致させたことで、児童が、スムーズにノートをと

ることができるようになり、学習内容の定着につながりました。 

 

活用した資料 
実践事例集 Ｐ16 

－授業づくり－ 

 
板書の工夫（例） 
①課題は青で囲み、まとめは赤で囲む。 

②授業の流れや活動内容を板書して示す。 

③板書の文字数をノートのマスの数と一致させる。 

板書の例 
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掲示や板書等への配慮 
 

中学校 

校内研修プログラムを活用した 
授業改善の取組 
 

〇 実践の概要 
本校では、言葉による説明だけでは十分理解することが難しい生徒が在籍していることか

ら、校内研修プログラムを活用し、授業づくりにおける課題提示やまとめの板書の仕方につい

て、全ての教科で統一して取り組んでいます。 

 

〇 実践の成果 
本取組では、校内研修プログラムを活用した授業改善を推進したことにより、導入場面にお

ける課題提示や、終末におけるまとめ、振り返りについて、教職員の共通理解を図ることがで

きました。  

また、課題提示やまとめを行う際に全ての教科で共通のカードを活用したことは、生徒が学

習に見通しをもったり、学んだことを振り返ったりすることにつながりました。 

 

活用した資料 
校内研修プログラム Ｐ40 
－授業づくり－ 
実践事例集 Ｐ24 
－授業づくり－ 

生徒が何を、どのように学ぶのかを見通す

ことができるよう、導入場面では、生徒にと

って分かりやすい課題提示を行うことについ

て共通理解を図りました。 

課題を提示する際には、共通のカードを活

用し、全ての教科で同じような課題提示とな

るよう工夫しています。 

 

生徒が何を学んだのかを実感できるよ

う、終末場面では、課題と正対したまとめ

となるよう留意するとともに、生徒が分か

ったこと、できたことを振り返る場面を設

けることについて共通理解を図りました。 

校内研修プログラム「Ⅲ-2 授業づくり」 
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掲示や板書等への配慮 
 

中学校 

全ての生徒にとって分かりやすい 
授業を目指した授業改善の取組 
 

〇 実践の概要 
本校では、学力向上を目指した校内研究とし

て、特別な教育的支援を必要とする生徒への指導

や支援も含めた各教科における「授業改善」に重

点を置いた取組を推進しています。 

取組に当たっては、実践事例集を参考に、全て

の生徒が「分かる授業」を目指し、学校全体で以

下のように取組を進めています。 

 

【指導や支援の工夫】 

◯ 全ての生徒にとって分かりやすい授業を目   

指した授業改善の取組 

（１）授業の流れを視覚的に示すなど授業の見通しがもてる板書の工夫 

（２）端的で分かりやすい発問の工夫 

（３）実物投影機など視覚教材の積極的な活用 

（４）板書をとることが苦手な生徒への個別指導などノート指導の充実 

 

◯ パートナー・ティーチャー派遣事業の活用 

（１）発達障がい等の理解と支援についての講話 

（２）具体例に基づく研究協議 

（３）特別な教育的支援を必要とする生徒への指導や支援についての助言 

〇 実践の成果 
本取組では、教師が黒板に「目標」や「まとめ」を表示したり、説明や発問の際に、「簡潔に」

「話す速度」「視覚支援」等に留意しながら、授業を展開したことにより、生徒は、見通しをも

って落ち着いて授業に参加したり、授業内容を理解したりすることができるようになりまし

た。 

また、パートナー・ティーチャー派遣事業で来校した特別支援学校の教員から、特別な教育

的支援を必要とする全ての生徒にとって分かりやすい授業を行う必要性についてアドバイス

を受け、実物投影機の積極的な活用や、生徒一人一人の学習状況を机間指導で把握することな

どを、全教職員で共通理解を図ることができました。 

今後は、それぞれの教師が工夫している効果的な具体例について、校内で共通理解を図る取

組を実践したいと考えています。 

 

授業の様子 

活用した資料 
実践事例集 Ｐ26 
－授業づくり－ 
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個に応じた支援の工夫 
 

小学校 

視覚的に分かりやすい教材を活用した 
授業改善の取組 
 
〇 実践の概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校では、第６学年算数の「速さ」の単元において、公式や単位が分かりやすくなるよう、

「速さまるわかり表」「速さ換算表」の教材を作成し、活用しています。 

個別の指導計画の目標である「目と手を活用しながら理解を深める」の達成に向け、単に、

公式を言葉で覚えるのではなく、「速さまるわかり表」を操作し、言葉で表現することに取り組

んでいます。 

速さや時間、距離を求める際の公式が分かる「速さまるわかり表」を使った学習は、手元の

操作が伴うことから、ノートやワークシートと見比べながら学習することができるようになっ

てきています。 

また、単位の変換については、「１時間は何分か」、「１分は何秒か」を普段の生活の中で理解

できている児童も、「速さ」の学習においては戸惑うことも多く、速さ換算表を見ながら、学習

に取り組みました。 

初めのうちは、児童から「速さ換算表を見せてください」という声が出されていましたが、

換算に慣れるにつれ、「表なしでやってみます」という声が出されるなど、学習に習熟した様子

が見られました。 

〇 実践の成果 
本取組では、「黒板を見てからノートを見る」よりも、手元で操作しながら活動する方が、ス

ムーズに取り組むことができるようになりました。 

また、ティーム・ティーチングによる指導場面において、これらの教材を活用したことによ

り、個に応じた支援の重要性について、他の教職員と共有することができました。 

 

活用した資料 
実践事例集 Ｐ11－19 

－授業づくり－ 

速さまるわかり表 速さ換算表 
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個に応じた支援の工夫 
 

小学校 

定規による作図の指導を 
工夫した取組 
 
〇 実践の概要 
本校では、取組事例集の「個に応じた支援の工夫」を参考に、特別な教育的支援を必要とす

る児童への支援の充実を図っています。 

本事例では、定規を使って直線を引くことが苦手な児童が、定規を動かないように押さえな

がら、直線を引けるよう指導を進めました。 

 当該児童は、指先を使う細かい作業が苦手としているため、個別の指導計画に「手指の巧緻

性を高める」ことを目標に位置付けています。活動の様子を見ていると、定規を押さえる指先

に力が入らず、直線を引いている間に定規がずれてしまうことが多いことが分かりました。 

そこで、数字の順に点をつないでいく活動に定期的に取り組みました。 

定規は、操作しやすいよう10㎝のコンパクトなものを使用し、４本の指を定規の中心から

広げ、バランスよく押さえることや、定規の向きによっては親指と人差し指を広げ、押さえる

ことなど、具体的に指導しながら練習を重ねました。 

また、当該児童が定規の使い方に自信をもちはじめた頃、プリントを上下左右に動かしたり、

回転させたりすることで、より簡単に丁寧な直線が引けることを自ら気が付くことができまし

た。その気付きを教師が賞賛することで、定規の使い方が安定し、ノート指導の場面等でも、

自ら定規を活用しようとする様子が見られるようになりました。 

 

 

〇 実践の成果 
当該児童は、本実践に加え、様々な場面で直線を引く課題に継続的に取り組んだことにより、

定規をしっかり押さえながら、上手に直線を引くことができるようになりました。 

また、算数科の授業では、定規を使って正確に図形を描くことができるようになったことが

自信につながり、授業への集中が高まり、学習意欲の向上が見られました。 

 

活用した資料 
取組事例集 Ｐ51－53 
－個に応じた支援の工夫－ 

実際にプリントで作業している様子 
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個に応じた支援の工夫 
 

小学校 

友達同士のトラブルの原因を 
視覚的に示した事後指導の取組 
 
〇 実践の概要 
本校では、児童間にトラブルがあった際に、言葉による事後指導を行っていましたが、当該

児童が何度もトラブルを繰り返す状況がありました。 

そこで、校内研修において町の発達支援センターの職員を講師とした研修を行いました。 

講師からは、自分の立場以外の視点で考えたり、他者の感情を理解したりするのが困難な児

童の場合には、児童の日常的な生活経験に関する例文を示し、行動や会話文に気持ちが込めら

れていることに気付かせるよう、気持ちの変化を図や矢印などで視覚的に分かるように示すこ

とが大切であるとの助言を受けました。 

研修後は、講師からの助言をもとに、友達の長所や相手の気持ちを視覚化し、互いに認め合

う取組を進めています。 

 

 

〇 実践の成果 
本取組では、特別な教育的支援を必要とする児童が図や矢印を用いながら、時系列で互いの

行動を確認し合うことにより、誤解が生じた原因や望ましい行動について振り返りを行うこと

ができるようになりました。 

また、取組を継続したことにより、児童自らが図を描いて自分の気持ちを説明する様子が見

られるようになってきました。 

 

活用した資料 
実践事例集 Ｐ７－９ 
－学級づくり－ 

町発達支援センターの職員による校内研修 相手の気持ちを視覚化した例 
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個に応じた支援の工夫 
 

小学校 
全ての児童にとって分かりやすい 
環境づくり等の取組 
 
〇 実践の概要 
本校では、通常の学級において特別な教育的支援を必要とする児童が在籍していること

から、全ての児童にとって分かりやすい環境づくりや、授業づくりに取り組んでいます。 

はじめに、特別支援教育の「基盤づくり」として、最適な環境づくりの研修を行い、理解

を深め、教室環境を整えています。また、授業づくりでは、「見える化」「焦点化」「共有

化」の３つの視点を意識した授業を全ての教科で行っています。 

授業を考える上で３つの視点を意識して課題やねらい、流れを検討していくことで、そ

れぞれの教師が分かりやすい授業づくりに対する考えを深めることができました。 

また、授業実践の交流や考察をしていく中で、教師一人一人の様々な考え方や成果、課

題を共有することにより、児童の理解を一層深めることができました。 

 

〇 環境づくり 

・もの、情報、座席、予定、ルールの５つを分かりやすく提示し、児童が困っていること

を軽減しています。 

〇 授業づくり 

・具体物、見やすい板書、図を活用した視覚支援により、児童の学習内容の理解を深め

ています。 

・学習内容の精選による指導を焦点化することについて、考えや意見を集約するなどし

て、支援の工夫を共有化しています。 

〇 実践の成果 
本取組では、全ての児童にとって分かりやすい教室環境づくりや授業づくりを考えたこ

とにより、特別な教育的支援を必要とする児童にとって学習内容の理解が深まりました。 

また、日常的に「見える化」を意識した教室環境の工夫を行ったことにより、児童が課

題解決に進んで取り組んだり、かかわり合って学んだりすることができるようになってき

ました。 

 

活用した資料 
実践事例集 Ｐ15、16 

－授業づくり－ 

学習内容の提示 
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個に応じた支援の工夫 
 

中学校 

生徒の実態を全教職員で共有し 
支援の方法を検討する取組 
 

〇 実践の概要 
本校では、特別な教育的支援を必要とする生徒について、校内支援委員会で具体的に支援の

内容や方法を検討するために、研修シートⅠ̶２を活用しています。 

 校内支援委員会では、生徒の困っていることや必要な支援について、具体的な場面を想定し

ながら検討し、日々の生徒への支援を検討しています。 

  

［生徒の実態と支援等］ 

生徒名 困っていること 必要な支援 

Ａ 

集中が途切れ、何を求められて

いるのか分からない。 

教科書のどこを学習しているか分かるよ

う、指さしをするなどして具体的に伝える。 

質問の意味が理解できるよう、平易に説

明する。 

Ｂ 

授業内容を理解することが難し

い。 

教師の指示を復唱するように促してから

課題に取り組むようにする。 

授業内容に見通しがもてるよう、授業の

導入場面で、視覚的な手掛かりを用いて、

説明する。 

 

本研修シートは、特別支援教育パートナー・ティーチャー派遣事業や教育局の特別支援教育

スーパーバイザーと協議する際にも活用し、生徒の実態を踏まえた効果的な指導や支援につい

て助言を得ることに役立てています。 

 

 

〇 実践の成果 
本取組では、生徒の実態に応じた具体的な支援の方法を検討することにより、全教職員で共

通理解を図り、指導や支援を行うことができました。 

 また、本研修シートを活用した高等学校との引継ぎを行うことで、継続した支援につなげる

ことができました。 

その結果、進学先の高等学校においても、入学後の早い段階から保護者と連携し、信頼関係

を築くことができました。 

 

活用した資料 
校内研修プログラム P33 
－実態把握、支援方法の検討－ 
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個に応じた支援の工夫 
 

中学校 

校内の連携体制や保護者との 
信頼関係を構築する取組 
 

〇 実践の概要 
本校では、実態把握シートを活用し、通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする

生徒の実態を全教職員で共有するとともに、校内研修において保護者や当該生徒の意向を踏ま

えた支援の方向性を検討しています。検討した支援の方向性をもとに、全教職員で当該生徒の

よさや成長等のほめるポイント、一人で行うことと支援を受けて行うことを整理し、校内で連

携した取組を進めています。   

〈保護者への働きかけ〉 

保護者との信頼関係の構築に当たって

は、「特別支援教育のお知らせ～学校生活で

困っていることはありませんか～」という資

料を配付し、学習上や生活上の困難を改善

するために全教職員が連携して必要な支援

を行う取組を進めていることを伝えていま

す。 

また、十分な支援体制が確立できるよ

う、特別支援委員会で協議した支援の内容

について、保護者と合意形成を図っていま

す。 

〇 実践の成果 
本取組では、実態把握シートを活用し、明らかになった生徒の情報や保護者の意向について、

全教職員で共通理解を深めることにより、校内の連携が促進されました。 

また、全教職員が特別支援教育の考え方等について共通理解を図り、当該生徒への一貫した

指導や支援を行ったことにより、当該生徒が安心して学校生活を送ることができるようになり

ました。 

 

活用した資料 
校内研修プログラム Ｐ38 

－学級づくり－ 

 年 組  

氏名 

困難を示す面と簡単な状況を教えてください。 

 （上記の①～⑫を参考に複数ある場合は絞って結構です） 

《例》 

１年Ａ組 

 ①クラス全体へ向けての一斉に出される指示が 

聞き取ることができない。（学級活動） 

個別に声をかけると理解することができる。 

 ⑪教室環境に対するこだわりが強い。窓が開い 

ているのが気になり、閉めないと気が済まない。 

机がまっすぐでないと気が済まない。 

制止するとイライラして他のことが手につかなく 

なる。など 

 

氏名〇〇 〇〇 

 

特別な教育的支援が必要と思われる生徒の実態把握シート記入例 

〇 学級・教科などで、特別な教育的支援が必要と思われる生徒について教えてください。 

 ※特別な教育的支援が必要と思われる生徒 

  学習面と行動面の二つに分けてとらえて下さい。 

  学習面 ①聞く ②話す ③読む ④書く ⑤計算する ⑥推論する 

  行動面 ⑦不注意 ⑧多動性 ⑨衝動性 ⑩対人関係 ⑪こだわり ⑫その他 

    また、相談医療機関等で判定を受けている生徒も記入をお願いします。 

    以上のいずれか等で困難を示すなどを参考にして下さい。 

 
  ＊家庭訪問で「支援をしてほしい」などの要望があった場合もその旨を記入してください。 

  ＊教科で困難な状況がある場合も、記入してください（アルファベットが書けないなど） 

  ＊特別な教育的支援が必要と思われる生徒は、 

A：生活環境等が原因と考えられる生徒 

    B：障がいや個々の特性によりできていないと考えられる生徒  

に分けられると思います。 

㊙ 特別な教育的支援が必要と思われる生徒の実態把握シート     

記入者                

  年  組 

氏名 

  困難を示す面と簡単な状況を教えてください。 

 （上記の①～⑫を参考に複数ある場合は絞って結構です） 

    年   組  

氏名 
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個に応じた支援の工夫 
 

高等学校 

校内ケース会議を活用し、 
組織的な支援の在り方を検討した取組 
 

〇 実践の概要 
本校では、アスペルガー症候群の診断のある生徒への組織的な対応を行うため、「校内研修

プログラム」を活用し、指導や支援について検討しました。 

１ ケース会議の実施 

 (1) 実態把握 

ア 授業参観による情報収集 

・他者との交流を極度に避ける傾向がある。 

・学習意欲は高く、成績はよい。 

・時間の区切りが明確ではない遠足や、学校 

祭の準備等の学校行事への参加を拒む。 

イ 支援方法の検討 

・当該生徒の高い学習意欲を生かした自己 

肯定感の形成（長期目標の設定） 

・特別支援教育支援員の協力による具体的な

支援方法等の検討（役割分担の確認） 

２ 支援の実施 

 (1) 具体的な取組 

   「e-ラーニング」を活用した自学自習の機会を提供 

 (2) 特別教育支援員のかかわり 

・端末操作及びパソコンや教科書など調べるための方法やツールの提示 

・難しい問題を解決するための他者とのかかわる場面の設定 

（例） 数学の〇〇先生に聞いてみよう（聞き方、実際の言葉遣い、アドバイス） 

３ 振り返り 

教員が、当該生徒の実態や支援方法について理解を深めたり、自身の指導方法を振り返っ

たりすることが大切であることについて共通理解を図りました。 

  

〇 実践の成果 
本取組では、生徒の意欲を引き出す指導を組織的に実践することにより、当該生徒が教員も

含めた他者とのかかわりを求める様子が見られるようになりました。 

また、適切な指導や支援を継続して行ったことは、保護者の信頼を得ることにつながり、保

護者とも連携して、一貫した支援を進めることができました。 

 

活用した資料 
校内研修プログラム Ｐ46 

－実態把握、支援方法の検討－ 

校内研修プログラムⅠ-２ 
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個に応じた支援の工夫 
 

高等学校 

生徒が見通しをもち主体的に 
取り組むことができる授業改善の取組 
 
〇 実践の概要 
本校では、授業に集中して取り組むことを目標としている、特別な教育的支援を必要とする

生徒が在籍しており、指導や支援の充実に向けた取組を進めています。 

 具体的には、実践事例集の授業づくりを参考に、板書や配付プリントに『目標』、『まとめ』、

『評価』を記載するなど、生徒が授業の見通しがもてるよう工夫しています。 

 

 

〇 実践の成果 
本取組では、授業の始めに『目標』を示すことで、生徒が自ら授業の見通しを立てられるよ

うになりました。また、『まとめ』では、「理解できたこと、理解できなかったこと」を生徒が

自ら振り返ることができるようになりました。 

このことは、教師が生徒一人一人の理解の状況を把握することに役立ちました。 

「評価」では、評価の内容や方法が生徒にも目に見える形で分かりやすくなったことから、

生徒の学習意欲の向上につながりました。 

 

活用した資料 
実践事例集 Ｐ30 

－授業づくり－ 

『目標』 

目標  微分とは何か理解し、微分の計算の法則を見つけよう。 

『まとめ』 

『評価』 
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ＩＣＴの活用 
 

小学校 
具体的な指示を分かりやすく 
伝える取組 
 

〇 実践の概要 
 

 

本校では、児童に指示を分かりやすく伝えられるよう、「指示の視覚化」に取り組んでい

ます。 

具体的には、実物投影機と教室に設置されている大画面のテレビを使い、教材の画像や

写真、手本となるノートの提示などを行っています。実物投影機は教室に常設して常時電

源を入れた状態にしておくことにより、いつでも使うことができる環境になっています。 

例えば、国語科の授業では、教科書にある説明文の段落分けを指示する際に、本文の段

落等を青色のペンで数字を付け、実物投影機を活用してテレビモニターに表示することに

より、分かりやすく伝えることができました。   

実物投影機は、操作が容易であり、特に注目させたい部分をすぐに拡大して提示するこ

とができます。 

 

〇 実践の成果 
本取組では、日常的に視覚的な支援を行ったことにより、特別な教育的支援を必要とす

る児童だけではなく、全ての児童が興味をもって画面を注視し、学習内容を理解しようと

する姿が見られるようになりました。 

また、言葉だけではなく、テレビ画面に図や写真を提示したことにより、児童は、課題

解決に向けた具体的なイメージをもって学習に取り組めるようになり、学習内容の定着に

つながりました。 

 

活用した資料 
実践事例集 Ｐ16 
－授業づくり－ 

テレビを活用した資料の提示 
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ＩＣＴの活用 
 

中学校 
実物投影機とインタラクティブ 
プロジェクターを活用した取組 
 

〇 実践の概要 
 

 

本校では、基礎的環境整備の考え方を大切に「全体への配慮」が行き届いた分かりやす

い授業づくりに取り組んでいます。 

授業では、プロジェクターとホワイトボードが一体となったインタラクティブプロジェ

クターや実物投影機等のＩCT 機器を教室に常設して、日常的に活用することにより、授

業の導入や説明、終末における学習内容のまとめを視覚的に捉えられるような工夫を行っ

ています。 

校内研修においては、生徒が操作だけに集中してしまったり、学習活動が授業の目標か

ら外れてしまったりしないよう留意点を全体で交流し、効果的にＩＣＴを活用する取組を

進めています。 

〇 実践の成果 
本取組では、授業場面において、実物投影機やインタラクティブプロジェクター等の ICT

機器を活用したことにより、特別な教育的支援を必要とする生徒はもとより、全ての生徒

の興味・関心を引き出すことにつながりました。 

その結果、生徒は学習内容を理解することともに、自分の意見を分かりやすく説明でき

るようになりました。 

 

活用した資料 
実践事例集 Ｐ16 

－授業づくり－ 

校内研修プログラム Ｐ40 

－授業づくり－ 

インタラクティブプロジェクターを活用した研修 授業における活用の様子 

※ インタラクティブプロジェクターとは 

 プロジェクターが映像を投影するスクリーンがホワイトボードの役割も果たし

ており、プロジェクターが投影した資料には、ホワイトボードと同様に専用ペンを

使って書き込むことができます。 
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ＩＣＴの活用 
 

中学校 
ＩＣＴの活用による 
授業改善の取組 
 
〇 実践の概要 
本校では、全ての生徒にとって分かりやすい授業を目指し、ＩＣＴを積極的に活用した授業

づくりを進めています。 

①教科書をテレビに拡大表示して、読んでいる単語を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②板書と生徒のワークシートを揃える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③分かりやすく説明できるよう生徒が発表場面で使用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 実践の成果 
本取組では、校内で積極的にＩＣＴを活用することにより、全ての生徒にとって「分かる、

できる」授業を行うことができました。 

また、生徒の発表場面では、ＩＣＴを活用することにより、相手の立場にたった分かりやす

い説明が増えてきました。 

 

活用した資料 
実践事例集 Ｐ24 

－授業づくり－ 

校内研修プログラム Ｐ75 

－発達障がいのある子どもへの 

指導や支援に関するＩＣＴの活用－ 

それぞれの教科でＩＣＴを活用

し、より効果的に活用できるよう、

教員同士で活用の目的や成果につ

いて日常的に交流することを心掛

けています。 
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よさを認める工夫 
 

小学校 

互いの「よさ」を認め合う取組 

 

〇 実践の概要 

  

本校では、「校内研修プログラム」を活用した校内研修や、外部講師による講演会を行い、全

ての児童にとって分かりやすい授業や教室環境について、教職員で理解を深めました。 

「校内研修プログラム」や講演会の内容を踏まえ、各学級でこれまで取り組んできたことや、

今後、取り組むことができそうな支援内容について、「支援体制づくり取組事例集」の「学級づ

くり、授業づくりの実践」８項目で整理し、活用シート（同事例集74ページ）にまとめまし

た。 

 ８項目の中で示されている「よさを認める取組」として、第３学年では、給食を全員が残さ

ず食べることができたら、「完食のカメ」の背中にシールを貼るという活動を行っています。 

第５学年では、１か月ごとに学級の写真とその時に学級全員でがんばったことや、できるよ

うになったことなど成長の記録をカレンダーにして、教室に掲示しています。 

 このような取組を教員間で共有するため、校内研修において、各学級の取組内容について交

流しました。 

〇 実践の成果 
本取組では、「完食のカメ」の取組において、がんばって完食しようとしている児童や完食す

ることができた児童に対して、周囲の友達が好意的な言葉がけを行う場面が増えました。 

 また、「学級写真カレンダー」の取組では、教室に１年間分のカレンダーを掲示することによ

り、児童が自らの成長を視覚的に実感するようになり、学級の互いのよさを認め合う雰囲気づ

くりに役立ちました。 

 

活用した資料 
取組事例集 Ｐ74 

－学級づくり、授業づくりについて

点検しよう！－ 

完食のカメ（３年生） 学級写真カレンダー（５年生） 
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よさを認める工夫 
 

中学校 

温かい言葉によるコミュニケーション 
を図る態度を育む取組 
 
〇 実践の概要 

 

 

本校では、第1学年の特別活動で『増やそう！フワフワ言葉』の授業を行いました。 

授業では、班ごとに、「言われて嫌だった言葉（チクチク言葉）と、言われてうれしかった言

葉（フワフワ言葉）」を交流し、今まで無意識に他人を傷付けていた発言を振り返り、毎日の生

活でフワフワ言葉を増やすことの大切さを確認しました。 

また、学級の取組を全校に拡げるため、生徒会が、『伝言花』というテーマを設定し、全校生

徒が幸せになるよう、学校生活において“温かい言葉”を増やすことを全校生徒に呼び掛けま

した。 

フワフワ言葉のよさを実感した取組により、後期の生徒会テーマを「コミュニケーションの

大切さ」として、全校生徒が互いに尊重し合う取組を進めています。 

 

 

 

〇 実践の成果 
本取組では、フワフワ言葉を日常的に使うことにより、生徒は互いに認め合い、尊重し合う

態度を育むことができました。 

その結果、生徒は、互いに信頼関係を深め、学習活動をはじめとする全ての活動に意欲的に

取り組めるようになってきました。 

 

活用した資料 
実践事例集 Ｐ９ 
－学級づくり－ 

生徒会活動のテーマ 各班でまとめた「増やそう！フワフワ言葉」 
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よさを認める工夫 
 

高等学校 

学校全体で好意に満ちた言葉掛けを 
増やす取組 
 

〇 実践の概要 
１ エンジェルワード推進運動（生徒会主催） 

  生徒が互いに認め合う学級をつくるためには、生徒一人一人が相手の気持ちを考えて発言

することが大切です。そこで、学校全体で好意に満ちた言葉掛けを増やすために、生徒会が

主体となり、次のような取組を行いました。 

 ① 全校生徒を対象に、友人から言葉掛けされて嬉しい言葉と傷つく言葉についてアンケー

トを実施しました。 

 ② アンケート結果をもとに、嬉しい言葉を「エンジェルワード」、傷つく言葉を「ゼロワー

ド」として記載しました。 
 

「エンジェルワード」の例 「ゼロワード」の例 

「手伝うよ」「無理しないで」「ありがとう」 「キモイ」「ウザイ」「使えない」「触らないで」 
 
 ③ 全校集会及び校内ポスターにて「エンジェルワード」と「ゼロワード」を周知し、毎月

１日には、「エンジェルワード」を積極的に使用し、「ゼロワード」を使用しない「エンジ

ェルワード推進運動｣を展開しました。 

 ④ ７月と11月には、「エンジェルワード推進運動」の取組の成果を調査し、12月の後期

生徒総会にて報告しました。 

２ 校内研修の実施 

  校内研修では、生徒理解、個別の生徒対応の充実を目指して｢好意に満ちた言葉掛け｣の項

目を用いて、普段の学校生活における教員の生徒への言葉掛けの在り方を見直しました。 

具体的には、「日常における言葉掛け」を「好意に満ちた言葉掛け」に置き換えるため、グル

ープでロールプレイングを実施しました。 

日常における言葉掛け 好意に満ちた言葉掛け 

話、聞いてなかったの 大事なことなので、もう１回言います。しっかり聞いてください。 

何をしているんだ どうしたの。理由を聞くよ。 
 

〇 実践の成果 
１ エンジェルワード推進運動（生徒会主催） 

  11月の調査結果から、「ゼロワード」を使った生徒は１割減少しました。また、８割の生

徒は、今後もこの運動を継続すべきだと考えており、生徒自身が｢エンジェルワード｣を意識

するようになりました。 

２ 校内研修の実施 

  研修の実施により、教員一人一人が普段の言葉掛けを振り返ることにより、好意に満ちた

言葉掛けの大切さを実感することができました。 

 

活用した資料 
校内研修プログラム P49、50 

－学級づくり－ 
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個別の指導計画の作成・活用 
 

小学校 

個別の指導計画を活用し 
校内で共通理解を図る取組 
 

〇 実践の概要 
 本校では、特別な教育的支援を必要とする児童への指導や支援の充実を図るため、実践事

例集を参考に、個別の指導計画を作成し、校内で共通理解を図っています。 

 

個別の指導計画（第５学年） 

子どものよさ（○） 

学習や生活上、困難なこと（△） 

長期目標 

（1年後） 

○ 興味のあることは、集中して取り組む

ことができる。 

△ 自信がないことや得意としないことは

取り組まないことがある。 

△ 情緒が不安定な場面では、教室を飛び

出すなど、集団生活のルールを守れない

ことがある。 

・自信がないことについても、自ら挑戦しよ

うとする気持ちをもつことができる。 

・見通しをもつことでルールを守って行動

することができる。 

・気持ちが安定した状態で授業を受けるこ

とができる。 

短期目標 

（１～３ヶ月後） 
場 面 指導や支援の内容、方法 評  価 

・教師と話し合っ

て決めた目標の

達成に向けて取

り組むことがで

きる。 

授業全般 ・必要に応じて活動を支援したり、

励ましたりするなど、当該児童の

目標の達成に向けてじっくりとか

かわることができる時間を確保す

る。 

・目標の達成に向け

て、取り組むこと

ができる時間が

長くなってきて

いる。 

・様々な場面でル

ールの意味を理

解し、見通しを

もって行動でき

る。 

学校生活

全般 

・ルールや活動場所などを視覚的に

示すことで、当該児童が規範意識

や見通しをもって落ち着いて行動

できるよう支援する。 

・衝動的な行動が減

ってきており、集

団で行動できる

ことが増えてき

た。 
 

〇 実践の成果 
本取組では、当該児童へのかかわり方について、校内支援委員会や関係機関との連携により

検討した内容を、個別の指導計画の長期目標や短期目標として位置付けたことにより、指導や

支援のポイントが明確になりました。 

その結果、学校全体で共通理解を図り、当該児童への一貫した指導や支援を行うことができ

るようになりました。 

 

活用した資料 
実践事例集 Ｐ20 

－個別の指導計画を生かした支援－ 
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個別の指導計画の作成・活用 
 

小学校 

個別の指導計画を作成した 
指導や支援の充実を図る取組 
 
〇 実践の概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校では、特別な教育的支援を必要とする児童への指導や支援を適切に行うため、個別の指

導計画を活用した指導や支援の充実を図っています。 

具体的には、校内研修プログラムの「実態把握、支援方法の検討シート」を活用し、適切な

目標設定となるよう、教職員が同じ視点で児童の実態把握を行っています。 

また、町内の発達支援センターと連携する際に、個別の指導計画を活用することにより、地

域で児童を育てる体制を整えています。   

〇 実践の成果 
本取組では、個別の指導計画を活用したことにより、児童の心理を教職員間で深く考え、

具体的な目標に基づいた支援の内容や方法を検討したりすることができました。 

また、具体的な目標を設定したことは、関係機関との情報共有につながり、効果的に連携

することができました。 

 

活用した資料 
校内研修プログラム Ｐ20 

－実態把握、支援方法の検討－ 

実態把握、支援方法の検討シート Ａ町 個別の指導計画（抜粋） 
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個別の指導計画の作成・活用 
 

中学校 

個別の指導計画を活用した保護者との 
信頼関係づくりの取組 
 

〇 実践の概要 
本校では、通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする生徒への効果的な指導や支

援を行うため、実践事例集を参考に個別の指導計画を作成するとともに、校内委員会で当該生

徒の情報を共有し、教科担任間で一貫した支援を行いました。 

また、個別の指導計画を用いて、当該生徒の実態を踏まえた今後の指導や支援の在り方につ

いて整理し、保護者と懇談を行いました。 

 

 生徒のよさ（〇） 

 学習や生活上、困難なこと（△） 
長 期 目 標 

〇穏やかで優しく、人懐っこい性格である。 
△数学等の系統性のある教科において、学習内
容の定着に困難が見られる。 

△学習に対する苦手意識が強い。 

・前向きに取り組めることを増やす。 
・自立的な中学校生活を送る。 

 実 態 短期目標 支援の手立て・ヒント 

  

学

習 

・じっくりと問題に取
り組むことが難し
い。 

 
・集中力が続かない。 

・１時間の見通し
をもって授業に
参加することが
できる。 
・課題に集中して
取り組むことが
できる。 

・本時の学習内容、学習の流れなどを、授業のはじ
めに説明する。 

 
 
・本人が問題を選択できるようにする。 
・視覚的な教材を活用する。 

 

 

《生徒及び保護者の変化》 

○ 各教科において一貫した支援を行ったことにより、当該生徒は心理的に安定し、意欲的に

学習活動等に取り組む場面が増えました。 

○ 保護者が、子どもの成長を実感したことにより、適切な指導や支援の効果を感じることが

できるようになりました。 

〇 実践の成果 
本取組では、個別の指導計画に基づいて評価したことにより、生徒の実態や課題及び支援内
容が明確となり、学校全体で効果的な支援方法について情報を共有することにつながりまし
た。 
また、校内の教職員間で共通理解を図り、一貫した指導や支援を行ったことにより、生徒が
心理的に安定して学習に取り組むことができるようになり、その結果、保護者と学校の信頼関
係が深まりました。 

 

活用した資料 
校内研修プログラム Ｐ34 
－個別の指導計画の作成－ 

校内研修プログラムⅡ-１ 個別の指導計画の作成 
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個別の指導計画の作成・活用 
 

中学校 
個別の指導計画を活用した 
指導や支援の充実を図る取組 
 
〇 実践の概要 

本校では、「校内研修プログラム」を参考に、個別の指導計画を作成しています。 

短期目標の達成に向けて指導場面を明確に位置付けるとともに、指導や支援の内容・方法を

具体的に記載するようにしています。 

個別の指導計画の作成に当たっては、小学校の担当教諭との引継ぎや、保護者との面談を重

ねるとともに、町内の療育施設の担当者と情報交換を行っています。 

関係者と情報交換した内容や短期目標及び長期目標の評価は、生徒指導交流会の場で教職員

全体が共有してします。 

〇 実践の成果 
本取組では、個別の指導計画を作成することにより、担当する生徒の実態や支援の方法につ

いて関係者間で共有することができるようになりました。 

また、「個別の指導計画」の目標や評価などを支援会議等で検討したことにより、担任が一人

で抱え込むことが少なくなり、経験年数の浅い教師の負担を軽減させることにつながるととも

に、学級担任と教科担任者が同じ視点で生徒の支援に当たることができるようになりました。 

 

活用した資料 
校内研修プログラム Ｐ34 

－個別の指導計画の作成－ 

平成29年度 個別の指導計画 

第2学年Ｅ組 氏名（      ） 

生徒のよさ（〇） 

学習上、生活上の困難（△） 

長期目標 

（１年後の目標） 

〇 健康で、元気がよい。 

△ できることでも自信がないと取り組ま

ないことがある。 

△ 教師や保護者の言葉を受け入れられな

いことがある。 

□ 必要な支援を受けながらも課題を遂行

することで、達成感をもつことができる。 

□ 困ったときに、教師や友達に支援を依

頼することができる。 

短期目標 指導場面 指導や支援の内容・方法 評価 

・分からない時に教

師に聞くことがで

きる。 

国語、数学、英語 課題を達成したと

きや支援の依頼がで

きたには、アイコン

タクトなどで賞賛す

る。 

分からないことを

教師に聞く場面が少

しずつ増えてきてい

る。 

個別の指導計画（一部） 
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個別の指導計画の作成・活用 
 

高等学校 
個別の指導計画の作成に向けた 
教科担任懇談会の取組 
 

〇 実践の概要 
本校では、教科担任懇談会において、特別な教育的支援を必要とする生徒の実態に基づ

いた支援方法について検討し、個別の指導計画に反映しました。 

               

教科担任懇談会の実施に当たっ

ては、特別な教育的支援を必要と

する生徒の個別の指導計画の作成

に向けた資料とするため、全ての

教職員が「教科担任アンケート」を

記入しています。 

アンケートは、「学習」、「行動」、

「対人関係」等の項目で構成して

います。 

 

 

 

 教科担任懇談会では、アンケートの 

結果をもとに、各教科における特別な

教育的支援を必要とする生徒の実態に

ついての情報交流や、今後の学習目標、

具体的な支援方法について検討し、個

別の指導計画を作成しました。 

 なお、個別の指導計画の様式は、校内

の特別支援教育委員会が作成しまし

た。 

 

 

 

 

〇 実践の成果 
本取組では、個別の指導計画を活用した教科担任懇談会を定期的に開催したことにより、

生徒の実態や支援の方法について共通理解を図ることができました。 

 また、学級担任だけでなく教科担任など、全ての関係教職員が個別の指導計画の作成に

携わったことにより、指導方法や個別の支援について共通理解を図ることができました。 

 

活用した資料 
校内研修プログラム Ｐ47 

－個別の指導計画の作成－ 

１．○○科１年　○○○○　について、次の内容のうち、当該学年の他の在籍者に比べて困難な

回答 　内　　容

聞く

話す

項　　目

　６　話しているうちに内容がそれることが多い

　７　語彙が少なかったり、指示代名詞を使うことが多かったり

　８　文字の読み間違いが多い（「ね」と「わ」を間違えるなど

　１　全体への指示や説明を聞いて理解することが難しい（個別

　２　聞き間違いが多い（「かった」を「たった」と聞き間違え

　３　聞いた内容を記憶にとどめることが難しい

　４　適切な速さで話すことが難しい

　５　端的に話すことが難しい（的確な言葉を見つけられなかっ

　　　　個別の指導計画≪指導計画≫

　　　　　　　　　　○○科　１年　

□各教科

★卒業までに目指す未来像

★短期目標 ★評価

・作業手順を考えられ
ようになる

・個別対応によ
見られ、落ち着
参加できるよう

★生徒の様子について

★指導や支援の内容、方法（工夫）

○説明や指示を聞き取ること
○わからないことを聞くことがで
○最後までやりきる力を身につ

★確認

□出席状況（ 欠課５回・遅刻
□授業に取り組む姿勢（　○
□身だしなみ状況（　◎　）
□課題提出　（　期日内　）
□課題等の完成度　（　△　）

・個別に話をする
・最後までの工程を話し、見通しを持
たせる

＜よいところ・評価できるところ＞
 ○暗記が得意
 ○褒められると意欲的に作業することができる
 ○真面目である
＜困難なこと＞
 △作業手順を自分で考えることができない
 △頑固（線のズレなどこのぐらいでいいが
   できない）
 △すぐにあきらめる
 △わからないとイライラする

教科担任アンケート 

教科担任懇談会で作成した個別の指導計画 



３ 個別の指導計画や個別の教育支援計画の作成・活用の実践 

56 

個別の指導計画の作成・活用 
 

高等学校 

個別の指導計画の内容と様式を改善し 
効果的に活用する取組 
 
〇 実践の概要 
本校では、校内研修プログラムを参考に、学校全体で個別の指導計画を効果的に活用できる

よう、様式の見直しを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別の指導計画は、各教科担当者等が分担して記入するなどして、作成しました。より効果

的な支援につながるよう、各教科担当者等の協議を通して、年度の途中に目標の達成状況を評

価し、目標の見直しを行っています。 

〇 実践の成果 
本取組では、個別の指導計画の項目を精選することにより、目標の達成状況の評価や見直し

を短時間で行うことができました。 

また、複数の教師で個別の指導計画の作成や評価を行うことにより、生徒一人一人の指導や

支援を共有し、学校全体で取り組めるようになりました。 

 

活用した資料 
校内研修プログラム Ｐ72 
－個別の指導計画を作成しよう！－ 

【様式のポイント】 

項目を必要最小限にして

Ａ４判１枚にまとめていま

す。 

生徒の得意なことや苦手

なことを◎と△などの記号

で簡単に記載できるように

しています。 

保護者との連携に向け、

個別の教育支援計画の要素

を加えています。 

長期目標と短期目標を生

活面、行動面、学習面、その

他の視点で設定できるよう

にしています。 
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個別の教育支援計画の作成・活用 
 

幼稚園 

ねらいを明確にした交流等による 
小学校との連携の取組 
 

〇 実践の概要 
本園では、幼稚園教育と小学校教育のスムーズな接続を視野に入れた幼稚園・小学校の連携

の充実を重点の一つとしています。連携については、それぞれのねらいを明確にするとともに、

年間計画に位置付けるなど、見通しをもって進めています。また、園児が授業参観や授業体験、

給食試食会に参加する際には、個別の教育支援計画や個別の指導計画を活用して、幼児の実態

の共有や具体的な引継ぎ等を行うなど、組織的・計画的な取組を進めています。 

□ 小学校体験学習のねらい 

「小学校の様子が分かり、児童と『一緒に遊ぶ』体験を通して安心感と期待感をもつ。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年間を通じた小学校との連携は、園児と児童による子ども同士の交流のほかに、公開保育研

究会における教職員同士の交流、講話会や就学に向けての引継ぎを通じて、保護者の理解と協

力を得るための交流など、多くの取組を行っています。 

〇 実践の成果 
年度当初に交流に当たっての打合せを行う日程を決めたことにより、具体的なねらいや取組

内容について、小学校と共通理解を図りながら計画的に進めることができました。 

また、幼稚園の教育活動に体験学習や交流活動を位置付けたり、スタートカリキュラムを活

用して、小学校の生活や学習を見通したりするなど、就学に向けた準備を進めることができま

した。本園では、園児が入学後すぐに学校生活に慣れることができるよう小学校に、これらの

取組に加え、小学校に対し、個別の教育支援計画等を活用し、園児の特徴や性格、一人一人の

よさをきめ細かに伝えることができました。 

 

活用した資料 
取組事例集 Ｐ75～89 

－個別の指導計画・個別の教育支援

計画の作成、活用の実践－ 

○ 授業体験の内容 

 ・第１学年の机と椅子を使って、学習する。 

 ・問題を見て、分かった園児は手を挙げ、指名されたら答える。 

○ 授業体験の成果 

 ・授業の雰囲気や発言する時の方法が分かりました。 

○ 学校探検・授業参観の内容 

 ・校内にどんなものがあるのか調べる。 

 ・いろいろな教室や授業の様子を見学する。 

○ 学校探検・授業参観の成果 

 ・校内の様子を見ることで、「早く体育館で遊びたい」「勉強をがんばりたい」 

など感想を発表する園児が見られました。 

□■教師の配慮■□ 
・教師が説明した内容を理解しているかどうか確認する。 

・説明したことを理解して取り組んでいるか確認する。 

・一人で取り組むことが難しい園児には、状況に応じた方法で支援する。 

・取組の途中で一人一人のがんばりや姿勢を認め励ます。 

・楽しく活動できたか、園児一人一人に振り返る場面を設ける。 

授業体験会の様子 
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個別の教育支援計画の作成・活用 
 

幼稚園 

関係機関と連携し 
園内の支援体制の充実を図る取組 
 

〇 実践の概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本園では、町内の母子通園センターと連

携して、園児の発達の様子についてケース

会議を実施し、情報交流を行っています。ま

た、地域連携による教育の観点から特別支

援学校にコーディネーターの派遣を要請し

たり、必要に応じて小学校の教員が来園し

たりするなど、地域の関係機関と連携する

取組を行っています。   

今後の保育環境の改善点や園児への具体

的な支援に生かせるよう、月ごとに実施して

いる園内のケース会議では、教員等によるカンファレンスを行うとともに、「子ども理解シー

ト」をもとに、「個別の教育支援計画」を作成しています。 

〇 実践の成果 
本取組では、関係者が保育場面を参観し、カンファレンスに参加したことにより、園児の様

子やクラスの状況等を幅広く交流することができました。 

また、客観的に園児の様子をアセスメントしたことにより、本園の保育を見直すとともに、

具体的な改善策を講じるなど、指導や支援の充実につなげることができました。 

 

活用した資料 
校内研修プログラム Ｐ66、73 
－個別の教育支援計画の作成－ 
－個別の教育支援計画の作成を 

目指そう！－ 

ケース会議の様子 

子ども理解シート 
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個別の教育支援計画の作成・活用 
 

小学校 

個別の教育支援計画を活用し、 
組織的な支援体制の充実を図る取組 
 

〇 実践の概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校では、組織的に子どもにかかわるために、校内委員会を中心とした、学校独自の支援

シートを作成しました。 

シートの作成に当たっては、校内研修プログラムや北海道教育委員会が示している個別の教

育支援計画の様式を参考に、子どもの支援について、保護者と学校が連携した取組を進めるこ

とができるように、項目を精選しました。 

作成に当たっては、特別支援教育コーディネーターが中心となり、子どもにかかわる情報を

整理し、全教職員で情報を共有することができるよう体制を整備しています。 

〇 実践の成果 
本取組では、子どもの実態に応じた支援について、全教職員が共通理解したことで、組織的

に対応する体制を整えることができました。 

 また、子どもの成長した姿を支援の成果として捉えたことにより、一貫した効果的な支援に

ついて全教職員で共有することができました。 

 

活用した資料 
校内研修プログラム Ｐ22 
－個別の教育支援計画の作成－ 

①
前
年
度
ま
で
の
気
づ
き 

学習 

国語 問題文を読み取ることが苦手である。 

算数 計算問題はできるが、文章問題は内容理解が不十分なため難しい。 

その他 注意が散漫し、一斉の指示を聞くのが難しい。 

日常生活 

対人関係 

・自分の思いが通らないと、大声を出したり物を蹴ったり、注意

をひこうとする。 

・きまりを守れず、登下校時に危険な行動をとることがある。 

・自分の思いを言葉にできず、相手が嫌がることをして、トラブ

ルになることが多い。 

得意なこと 

好きなこと 

 

②
特
徴
的
な
つ
ま
ず
き 

特徴的なつまずき 具体的な場面 

保
護
者
か
ら 

・兄や周りから
情報を聞き、ト
ラブルになっ
ていることや、
人に迷惑をか
けていないか
心配している。 

学習ルール 
授業中トイレに行くことがある。 
（休み時間他のことに気をとら
れ、行けない場合） 

掃除 
掃除はやりたがらない。 

給食時の偏食 
好きな物は食べるが、野菜や魚な
ど嫌いな物は食べようとしない。
また、お弁当は全く食べない。 

こだわりが強い 
自分の物が身の回りから離れるの
を嫌がる。 

検査名 実施日  

他
機
関 

 

   

   

③
支
援
の
方
針 

学習 

・自分の考えを書くときには、書き方の例示をするなど手立てを講じる。 
・全体への指示が本人に伝わらない場合には、文章に書くなど、個別に視覚
的支援を工夫して提示する。 

日 常 生
活 対 人
関係 

・気持ちが安定しないときは、近くから優しく声を掛けるなど、安心感を与
えるようにする。 
・友達とのかかわりについてトラブルが起きたときには、本人がどうしたか
ったのか思いを聞きながら、正しい解決の方法に導く。 
・衝動的な行動がおさまらないときは、校長室などの別室で気持ちを落ち着
かせる。 

 個別の教育支援計画（一部） 
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個別の教育支援計画の作成・活用 
 

小学校 
切れ目のない支援体制の確立を 
目指した取組 
 
〇 実践の概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本校では、幼稚園や保育所、関係機関等との連携を重視した、切れ目のない支援体制の確立

を目指しています。 

 具体的には、サポートシートを活用した情報交流を進め、全ての関係機関と必要な情報を共

有し、児童一人一人の個別の教育支援計画の作成に生かしています。 

 個別の教育支援計画の作成や活用に当たっては、支援委員会用シートを活用することで児童

の情報を共有し、複数の教職員が同じ方向性のもと、指導や支援が行えるよう取り組んでいま

す。 

 本校では、個別の教育支援計画を活用した幼稚園や保育所と小学校のきめ細かな連携を行う

など、入学前から児童一人一人の実態を把握することを大切にしており、切れ目のない一貫し

た指導や支援の実現に向けた取組を進めています。 

〇 実践の成果 
本取組では、ケース会議や教育相談でサポートシートを活用することにより、関係機関と情

報の共有を行うだけでなく、一人一人の児童への指導や支援が切れ目なく行えるようになって

きました。 

また、支援委員会用シートを活用したことにより、教職員間の情報共有が図られ、一貫した

指導や支援につながったため、児童の情緒の安定や学習習慣、生活習慣の定着が図られました。 

 

活用した資料 
校内研修プログラム Ｐ22 
－個別の教育支援計画の作成－ 

サポートシート 支援委員会用シート 
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個別の教育支援計画の作成・活用 
 

高等学校 

切れ目のない指導や支援を目指した 
中学校と連携した取組 
 

〇 実践の概要 
本校では、新学期に第1学年のホームルーム担任が、出身中学校を訪問し、中学校第３学年

時の学級担任と引継ぎを行い、生徒の支援に生かす取組を行っています。また、夏季休業中に

は、家庭訪問を実施し、学校での様子を保護者に伝えるとともに、家庭での様子を把握するよ

うにしています。 
 

 

 

 

 

 

 

時 期 内 容 

3月末 

ホームルーム担任決定後、担任が新

入学生の各出身中学校を訪問し、出身

中学校の学級担任と面談し、生徒の様

子や支援内容について把握する。 

4月初 

 ホームルーム担任が把握した情報

を簡潔にまとめ、年次団や教科担当者

など、学校全体で共有し、指導や支援

に生かす。 

夏季休業 

 ホームルーム担任が教科担当、部活

動顧問等から聞き取りを行い、学校で

の様子を家庭訪問において保護者と

懇談する。 

〇 実践の成果 
中学校との引継ぎでは、個別の指導計画や個別の教育支援計画に基づいた説明を受けたこと

により、具体的な支援や配慮する事項について確認することができました。聞き取った情報を

学校全体で共有することにより、生徒の教育的ニーズに応じた指導や支援を行うことができる

ようになりました。 

その結果、入学してきた生徒がスムーズに高校生活を送れるようになりました。 

 

活用した資料 
実践事例集 Ｐ35 

－個別の教育支援計画を活用した 
引継ぎの例－ 

 

(1) 生徒指導面 

 (2) 特別な配慮 

 (3) ＰＴＡ 

 (4) 部活動・生徒会活動 

 (5) 持病 

 (6) いじめ 

 (7) 学費等の納入状況 

 (8) その他 

中学校訪問における確認事項 

○ ホームルーム担任が、中学校から聞き取った内容をまとめ、学年団や各教

科担当者など学校全体で情報を共有します。 

○ 教科担当者は、学校全体で共有した情報をもとに、当該生徒への支援を工

夫するとともに、ホームルーム担任は、中学校に行われていた具体的な配慮

について、高校生活においても継続して配慮できるよう学級運営上の工夫を

行います。  



 

 

 

～早期からの教育相談・支援体制のための７つの取組～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道保健福祉部 北海道教育委員会 

平成 30 年３月 

 

今日、発達障がい者の円滑な社会生活が促進されるよう、教育と医療、

保健、福祉、労働等が連携し、発達障がい者への必要な支援を切れ目なく

行うことが求められています。 

 北海道保健福祉部では、「北海道障がい福祉計画」を策定し、障がい児

支援の充実を図るとともに、家族への支援として、保護者への相談支援や

一般の方々が発達障がいについての理解を深めるための啓発等を行い、障

がいのある方々やその御家族が安心して暮らすことができる地域づくりを

進めているところです。 

 また、道教委では、平成 26 年度から 27 年度にかけて、文部科学省委託

事業「早期からの教育相談・支援体制構築事業」を実施し、事業における

推進地域の取組をリーフレット「市町村教育委員会における早期からの教

育相談・支援体制の充実」にまとめ、全ての市町村教育委員会や学校に配

付しました。 

 平成 29 年度は、昨年度同様に保健・福祉分野と教育分野がそれぞれ進

めてきた取組を、両者の連携した取組として発展させるため、道保健福祉

部の「障がい児等支援連携体制整備事業」と道教委の「発達障がい支援成

果普及事業」における「推進地域」を全ての管内において共通で指定し、

その実践や成果を取組事例集（追補版）としてまとめました。 

 事例を御提供いただいた各推進地域の皆様に深く感謝を申し上げますと

ともに、道内の全ての地域において本取組事例集が活用され、地域におけ

る早期からの支援体制の一層の充実が図られるよう願っています。 

支援体制づくり取組事例集（追補版） 

［推進地域編］ 
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１ 相談体制の充実 

① 障がいのある子どもの保護者の相談を行う担当者を明確にし、保護者からの相談に、

きめ細かに応じる。 

◆ 読み書き支援スクリーニング事業の取組 

 本町では、「読み書き支援スクリーニング事業」を実施し

ており、発達上の理由で読み書きに著しい困難を示す児童

への指導や支援について、町内小中学校の共通理解を図る

ためのガイドラインを策定しています。 

 本事業では、町内の小学校 1・2年生全員を対象に、聴写

テストを行い、読み書きに困難のある児童の早期発見に努

めています。 

 聴写テストを実施するに当たっては、校内の教職員で情

報共有することができるよう、校内支援委員会において評

価を行うなど、校内の支援体制が構築されるよう工夫して

います。 

 また、町教育委員会は、読み書きに困難のある児童の指

導や支援の充実を図る上で必要な効果的な教材について、

町の教育研究所に検討を依頼し、16 項目の教材リストを作

成し、小・中学校に配布しています。 

 町内の小学校では、第 2 学年 2 学級を対象に町教育研究

所、町教育委員会、町が協働して作成した教材を実際に使

用したモデル授業（3時間）を行いました。 

モデル授業には、町内の小学校教員や発達支援センター

職員も含め、20 名の参観があるなど、特別支援教育の充実

に向けて町全体で取り組んでいます。 

 

 

 

ガイドライン 

作成した教材 モデル授業の様子 
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◆ 保育所等訪問支援事業の取組 

本市の子ども発達支援センターでは、小学校や保育所、幼稚園などの関係機関を訪問して、

障がいのある子どもが集団生活の中で適応していくための支援などを行う保育所等訪問支援

事業を実施しています。 

本事業では、訪問支援員が訪問先の学校教職員等と、子ども一人一人の発達の状態や障が

いの特性等を踏まえた分かりやすい教室環境やかかわり方、伝え方について共に考え支援し

ています。 

 

◆ 次年度就学児の保護者に対する就学説明会の取組 

本市では、子ども発達支援センターを利用する、次年度に就学を予定している幼児の保護

者を対象とした就学説明会を実施しています。 

今年度は、17 名の保護者が就学説明会に参加しました。 

子ども発達支援センターを会場に開催する就学説明会では、教育委員会の職員が保護者に

教育相談や教育支援委員会の機能や役割について説明するとともに、通常の学級や通級によ

る指導、特別支援学級、特別支援学校における教育内容を紹介しています。 

また、児童クラブや就学後の障がい児への福祉サービスの説明などを行っています。 

就学説明会の実施に当たっては、保護者に教育相談や学校見学の希望の有無、就学先の意

向などについて事前アンケートを実施するとともに、市の社会福祉課は、次年度の就学予定

児童の動向について、教育委員会に情報提供を行い、連携を図っています。 

 

◆ スクールカウンセラー及びスクールソーシャルワーカー派遣の取組 

本町では、道のスクールカウンセラー派遣事業を活用し、町内の中学校にカウンセラーを

派遣しています。しかし、小・中学校、高等学校と子どもたちのライフステージを踏まえる

と、中学校だけではなく、小学校段階からカウンセラーの派遣が必要と考え、町独自にスクー

ルカウンセラー及びスクールソーシャルワーカーを派遣する事業を今年度から実施していま

す。具体的な取組としては、保護者からの相談や授業観察、休み時間等の行動観察を行った

後、カウンセラー等と教職員とのカンファレンスを行っており、保護者の希望があった際に

は、必要に応じて心理検査を実施するなど、子どもの発達の状態等を把握しています。 

ケース検討会に参加した教職員からは、「専門的見地から助言をもらえるのはありがたい」

「客観的に児童を捉えることができる」等の感想がありました。 

本町としては、同じカウンセラー、ソーシャルワーカーを小・中学校、高等学校に派遣す

ることで、子どもにとって安心でき、相談できる存在となると考えています。 

また、小・中学校、高等学校のつなぎ役として、支援の必要な子どもの情報共有を図るこ

とができると考えています。 

今後は、カウンセラー、ソーシャルワーカーの派遣範囲を、認定子ども園や放課後児童ク

ラブにも広げ、カウンセラー等から子どもへのかかわり方について助言を得ることで、関係

職員のスキルアップを図るなど、福祉と教育の情報共有や連携がより一層充実する体制の構

築に取り組んでいきたいと考えています。 
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２ 子どもや保護者への支援 

② 乳幼児健診や就学時健診等において、保護者に「支援ファイル」や「個別の教育支援

計画」等の意義や様式等について情報提供する。 

◆ 「子育てファイル」の活用を促進するための取組 

本市では、障がいの有無にかかわらず、子育てという視点に立ち、平成 28 年度から、全て

の子どもに対して「子育てファイル」の配付を進めており、平成 31 年度をもって就学前の子

ども全員に「子育てファイル」が行き届く予定です。 

 健康診断や保護者への相談を行う際には、「子育てファイル」を持参いただくよう、文書で

呼び掛けを行っています。 

 「子育てファイル」は、資料や診断記録等が保管できる

よう、クリアポケットを付けるなど利便性の向上を図る

とともに、保護者が抵抗感なく取り組めるよう、自由に記

入できるようにしています。 

 本市では、今後、母子手帳から「子育てファイル」への

円滑な移行や、個別の教育支援計画へとつなげていく必

要があると考えており、就学時や各支援、福祉サービスを

受ける際にも「子育てファイル」の活用を促すことから取

組を始めています。 

「子育てファイル」を活用することは、子どもの性格

や、保育所、幼稚園での様子が記載できるほか、受けて

きた支援を小学校等へ説明する際の時間短縮や、関係機

関等への伝え忘れを防げる便利なものであることを市の

ホームページでも紹介し、「市民ぐるみの子育て運動」

として保護者に理解・啓発を図っています。 

 

◆ 「支援ファイル」配布の取組 

本市では、ホームページ上に支援ファイルの様式を掲載し、福祉サービスを利用する人へ

の周知を図るとともに、子ども発達支援センターを利用する幼児児童生徒に支援ファイルを

配布しています。 

本市の支援ファイルは、乳幼児期から成人期まで、生涯に渡って活用できるよう、医療機

関や福祉サービスの活用状況、就労情報はもとより、小・中学校の個別の教育支援計画など

を包括する構成にしています。 

支援ファイルは、保護者が管理しており、子どもの成長に応じた適切な支援が行われるよ

う、保育所や幼稚園、学校での様子や、成人期における生活支援や職場の様子など、その

時々にかかわる関係者が保護者と情報を共有し、スムーズに連携ができるよう活用していま

す。 

 

 

子育て支援ファイル 
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◆ 町独自の「子ども応援ファイル」作成の取組 

本町では、支援ファイルを「子ども応援ファイル」と称

し、母子手帳を交付するときに、町のマスコットキャラク

ターをデザインしたドキュメントファイルと一緒に配布

しています。 

「子ども応援ファイル」を持っていることが、支援を必

要とする児童とならないよう、母子手帳を交付する際に

は、希望する全ての人に配布するようにしています。 

「子ども応援ファイル」の作成に当たっては、保健師を

中心としたリレーファイル作成会議を定期的に行い、保護

者が書きやすい、負担とならない構成に努めました。 

具体的には、妊娠期から学校卒業後の生活までの各ステー

ジにおいて、身体や心の成長、うれしかったことや心配し

たことなどが記入できるよう項目を設けるとともに、医療

機関の受診歴や福祉サービスの利用歴、相談履歴が簡単に

記載できる様式としました。 

また、月齢・年齢に応じた発達段階の表や、町の福祉サービスについてまとめたしおりを

添付することで、子どもの発達の状態の把握や、福祉サービスを受ける際の窓口を分かりや

すく示すようにしました。 

「子ども応援ファイル」とセットで配布しているドキュメントファイルには、賞状や通信

表など、子どもにかかわる様々な資料もひとつにまとめることができるよう工夫しています。 

「子ども応援ファイル」は、児童にかかわる関係者が情報を共有することで、早期から適

切な支援が可能になるとともに、子どもの成長を振り返ったり、応援してくれる様々な機関

に気付いたりすることができる大切なツールであると考えています。 

今後は、「子ども応援ファイル」の活用が一層促進されるよう福祉機関と教育機関が協力

して内容の見直しを検討する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども応援ファイル 
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２ 子どもや保護者への支援 

③ 「支援ファイル」と「個別の教育支援計画」を共有するなど、障がいのある子どもへの

必要な支援と環境づくりが、就学前から幼稚園や保育所、認定こども園、小・中学校等へと

つながるように努める。 

◆ 「サポートブック」活用の取組 

本市では、支援を必要とする子どもへの具体的な支援の

方針や方策について、保護者を含めた関係者で共有するこ

とができるサポートブックを用いるなど、「地域における

切れ目のない支援」の充実に向けた取組を進めています。 

サポートブックは、幼児期は個別支援計画に、学齢期は

個別の教育支援計画の一部として位置付け、活用していま

す。 

 サポートブックは、市内の相談事業所や、市の障害福祉

課はもとより、通級による指導を始めるときや特別支援学

級に在籍する際、通常の学級において特別な教育的支援を

必要とするときなど、教育関係者とも連携を図りながら配

布しています。 

 サポートブックの意義については、関係者が集う自立支

援協議会や療育支援連絡会のほか、特別支援学級担当者会

議等の場で、活用マニュアルの配布等を通じて周知を図っており、各機関において１年に１

度、活用状況を確認しています。 

 本市では、サポートブックの活用を一層促進するため、次年度の１年間をサポートブック

使用強化年と位置付け、取組を進める予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サポートブック 
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２ 子どもや保護者への支援 

④ 域内の子育てに関する相談機関一覧や相談支援マップを作成し、保護者に知らせる。 

◆ 支援マップ作成の取組 

本町では、乳幼児期から保護者が安心

して相談等を受けられるよう、相談窓口

や福祉サービスを記載した支援マップ

を作成しています。 

支援マップは、母子手帳を交付する際

に配布しています。 

本町では、支援マップの作成・活用と

ともに、乳幼児健診や相談内容の見直し

を行い、切れ目のない支援が行えるよう

取組を進めています。 

 

◆ 相談支援体制の充実に関する取組 
本市では、これまで保健福祉部局と教育委員会が、それぞれで作成した子育て支援マップ

を市民に提供してきましたが、本事業をきっかけに、「市内子育て相談機関マップ」を協働で

作成することにしました。 

 平成 30 年度中には、市民に配布できるよう、以下の手順で進めています。 

 保健福祉部局と教育委員会が連携して共通の支援マップを作成することにより、支援の必

要な子どもの保護者や、幼稚園、保育園、学校の教職員が参考にするなど、早期からの一貫

した指導や支援につながると考えています。 

 

 

 

 

市内子育て相談機関マップ 

１ 市内の相談機関一覧を作成し、保健福祉部局・ 

教育委員会の各担当にて確認 

  （名称・住所・電話番号の掲載） 

２ 各機関に掲載の了承を得る 

３ 市内簡易地図にマッピング   

４ 各機関をマップに掲載 

５ 市民への配布方法や運用方法について検討 

６ 配布 

市内子育て相談支援マップ作成手順 
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３ 学校、関係機関等との連携 

⑤ 保健師、保育士、心理士、相談支援専門員、教職員及び特別支援教育支援員等を対象と

した研修を実施する。 

◆ 「発達支援(発達障がい)について考える会」の実施 

本町では、発達障がいの診断を受けた子どもに限らず、支

援の必要な子どもが増えつつある中、適切な指導や支援の必

要性が高まっており、保健師や保育所職員、福祉関係職員の

ほか、学童保育指導員や小・中学校等の教職員を対象に、基

本的な知識の習得や関係機関との連携を図ることを目的とし

た「発達支援について考える会」を実施しました。 

本研修会は、平成 28 年度から継続して取り組んでおり、

これまで 5回開催しています。 

研修会では、発達障がいの特性や支援についての理解を深

めるとともに、事例検討を通して支援目標や手立ての確認等

をグループワークで行ったことにより、本町の子育て支援に

おける課題や目標の共通理解が図られ、支援者同士の連携が

深まりました。 

また、障がいの有無に関わらず、子どもの健やかな育ち

には、地域住民の理解が重要であることから、平成 29 年度

には地域住民を対象とした「発達支援(発達障がい)研修会」を 2 回開催しました。研修会の

実施は、子どもの発達を支援することの重要性を地域住民が共有する取組となり、子育て支

援からまちづくりを考えるきっかけとなりました。 

今後、は乳幼児期から学齢期までライフステージに応じた切れ目のない支援を推進するた

めに、さらに教育現場との連携にも力を入れ、町として支援体制の充実がより一層図られる

ように努めます。 

「発達支援(発達障がい)を考える会」の取組 

開催日 内  容 参加人数 

平成28年 11月 29日 町における発達支援の現状・グループワーク 34名 

平成 29年 1 月 24日 発達支援・発達障がいの基礎知識・グループワーク 35名 

平成 29年 4 月 25日 不適応行動の背景を整理する(事例検討)・グループワーク 50名 

平成 29年 10月 27日 「北海道自閉症協会道南分会公開講座」への参加協力 37名 

平成 30年 1 月 30日 これまでの取組と振り返り・グループワーク 31名 

「発達支援(発達障がい)研修会」の取組 

開催日 内  容 参加人数 

平成30年 8 月 4 日 「地域で支える子育て」について講演・グループワーク 63名 

平成 30年 11月 27日 「子どもとの関係を育む前向き子育て」について講演・グループワーク 49名 

 

「発達支援について考える会」の様子 

発達支援（発達障がい）研修会」の様子 
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◆ 療育ネットワーク事業の取組 

本市では、支援の必要な子どもの療育や家族支援の充実を図るため、市内の保健や医療、

福祉、教育などの各種団体等の職員を対象とした、専門支援や児童発達についての講演など

を行っています。講演会では、関係者の情報交換も行われ、子どもの発達の状況など、指導

や支援に必要な情報を共有する場になっています。 

平成 29 年度の講演会は、言語聴覚士を講師に迎え、児童発達の学問的な理解や現場での体

験などについて、講演をしていただきました。 

講演会には、保育士、幼稚園教諭、放課後等デイサービス事業所などの職員約 140 名が参

加しました。次年度以降は、就学期の教育関係者にも対象を広げることで、より連携を強化

できるよう、情報共有の場や講演の内容等を調整する予定です。 

 

◆ 「顔の見える関係」を構築するための取組 

本市では、保健福祉部と教育関係者の連携は、支援の必

要な子どもについての小学校への引継ぎが主であり、互い

に「顔の見える関係」とはいえず、スムーズな連携の体制

を構築することが課題として挙げられていました。 

 そこで、まずは「顔の見える関係」を構築することを目

的に、市内の幼稚園や保育園、障害児通所支援事業所のほ

か、学校の教職員が一堂に会し、研修を行いました。 

「交流会」ではなく「研修」としたのは、保健福祉関係

者と教育関係者の共通の言葉として、円滑なコミュニケー

ションができるようにしていくことを目的の一つとして設定したためです。 

研修を実施するに当たっては、発達障害者支援センターのコーディネーターや、地域生活

支援センターの地域づくりコーディネーターにも、アドバイザーとして参加いただきました。 

研修には、市内の幼稚園や学校の教諭など 33 名の参加がありました。 

研修終了後には講師に質問をしたり、関係者と話したりしている様子も見られ、充実した

研修となりました。 

 研修の開始時刻が忙しい時間帯であったことから、保育園と障害児通所支援事業所の職員

の参加はありませんでした。次年度は、研修の開始時刻を考慮することも検討し、研修を企

画したいと考えています。 

 

◆ 全ての保護者が「子育てファイル」を活用する取組 

本町では、町の教育委員会と連携し、町内の小・中学校において「子育てファイル」に関す

る研修会を実施しています。研修会で「子育てファイル」の意義について説明したことによ

り、小・中学校における活用の促進につながり、小学校から中学校への引継ぎに「子育てフ

ァイル」が活用されるようになりました。 

その結果、支援の必要な子どもへの、より丁寧な引継ぎが行えるようになり、中１ギャッ

プの未然防止にもつながりました。 

研修の様子 
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◆ 「療育支援連絡会」の取組 

本市では、支援の必要な子どもが適切な支援が受けられるよう、家族支援を含めた早期療

育の充実を図ることを目的に、関係機関との連携及び調整を行うための「療育支援連絡会」

を実施しています。 

 この連絡会は、市内の幼稚園や保育園、認定こども園、小・中学校のほか、障害児通所事業

所、近隣の特別支援学校、教育支援センター、保健福祉部関係課の職員が一堂に会し、年 4回

開催しています。 

平成 29 年度は、「子ども理解と保

護者支援」をテーマに、こども園や

小学校の担当者が実践発表を行い

ました。発表後は、グループワーク

を行い、具体的な支援の内容や方法

について話し合いました。 

アンケートの結果を踏まえ、保護者と子どもの実態を共有するためには、保護者に寄り添

いながら、子どもの成長を伝えることが大切であると確認しました。 

 療育支援連絡会において、支援者の体験に基づく事例を共有したことは、支援の方向性の

確認や取組の評価につながりました。 

 本市では、関係機関が連携することにより、保護者を支え、子どもの成長を促す取組を進

めています。 

 

◆ 福祉部門の情報を教育関係者へ届ける取組 

本町では、これまで特別支援教育連携協議会に保健師が参画

し、保健師と教育委員会が合同で幼稚園を訪問するなど、就学

前から教育と保健が連携して情報共有に取り組んできました。 

また、教育委員会では「障がいのある子どもを育てる保護者

の思いを学校に適切に伝える」という観点から、特別支援教育

コーディネーターを配置し、各学校との連携を図っています。 

 幼稚園や学校の現場からは、保護者からの福祉制度等に関する問合せや、相談に関する課

題が挙げられていたことから、今年度から、特別支援教育連携協議会に福祉部門担当者と相

談支援事業所の職員も参画することとし、より幅広い情報を関係者が共有できるよう取り組

んでいくこととしました。 

 また、教育や保健・福祉関係者等を対象とした「障がい福祉セミナー」を開催しました。 

セミナーは、障がい福祉に関する基礎的な知識や制度等を学ぶことにより、支援者の質の向

上や関係者の連携を深めることを目的としており、町内外から約 100 名が参加しました。 

セミナ－では、地域に暮らす障がいのある人から話を聴くことなどを通して、必要な支援

の在り方などについて理解を深めました。会場内では、障がい福祉サービス事業所の活動を

知る機会となるよう、町内の障がい福祉サービス事業所によるコーヒー販売や、絵画等の作

品展示を行いました。 

研修会の様子 

支援者が感じている保護者支援で難しいと思うこと 

保護者と子どもの実態を共有すること 42％ 

保護者に子どもの状態を伝えるときの伝え方 38％ 

保護者との信頼関係の構築の仕方 20％ 

アンケートの結果 
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３ 学校、関係機関等との連携 

⑥ 保健や福祉担当課や子ども発達支援センター、児童発達支援センター、各学校の代表、

地域づくりコーディネーターなどによる市町村特別支援連携協議会及び自立支援協議会

等の会議で、課題解決に向けた協議を行う。 

◆ 福祉と教育の関係機関が情報を共有し、地域の課題解決に向けて協議できる場の

設置 

本町では、これまで、福祉機関と教育機関による合同のケース検討や引継ぎは必要に応じ

て行ってきましたが、母体となる組織がなかったことから、福祉と教育が連携するための仕

組みづくりを検討することとしました。 

連携のための仕組みづくりは、福祉部局と教育委員会や、各学校の管理職をはじめとした

学校関係者が集まり、年間５回打合せの会議を実施しました。 

本町では、福祉と教育が連携する母体として「本町地域教育及び生活支援体制連携推進協

議会」を立ち上げるとともに、その下部組織としてケース検討部会、スクールカウンセラー

等派遣事業検討部会、関係機関研修部会を設けました。 

協議会の構成員は、教育長をはじめ、小・中学校、高等学校の校長や福祉課長、認定子ども

園の園長等、町内教育・福祉機関の職員とし、専門部会で検討した内容の報告や、話題とな

った地域課題について方向性を決定する機関として位置付けました。 

組織の事務局は、福祉と教育の連携がより図られるよう、町の福祉課と教育委員会が担う

こととしました。 

「本町地域教育及び生活支援体制連携推進協議会」の運用は、平成 30 年度からとなります

が、ケース検討部会や関係機関研修部会等、現場の職員が実際に顔を合わせる機会に、子ど

もの情報を共有することで、互いの役割を理解しながら、支援の必要な子どもやその保護者

への切れ目のない支援が行えると考えています。 

 

◆ 町の福祉部門と高校との協力体制の構築 

本町では、在学中には大きな問題もなく学校生活を送っていた発達障がい者が、職場に適

応できずに離職し、ひきこもり、うつ病などの二次障害を起こす場合があることから、町の

福祉部門と高等学校が、連携・協力できる体制の構築を目指しています。 

 具体的な取組として、町からは、高等学校の進路指導に生かせるよう、障害者総合支援法

に関する情報や福祉サービス等の情報提供を行うとともに、町が作成した相談窓口を記載し

たチラシを保護者に配布しています。また、高等学校からは、学校生活の様子や支援内容に

ついて町に情報提供を行っています。 

これらの取組を円滑に実施するため、年２回程度、町の福祉部門と高等学校の職員が定例

の会議を実施しています。 
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◆ 関係機関の一層の連携を図る取組 
本町には、福祉と教育の関係者が集う組織として、福祉課が事務局を担当する「要保護児

童対策地域協議会」、「だれもが暮らしやすい地域づくり協議会」と、教育委員会が事務局を

担当する「教育支援委員会」、「特別支援教育連絡協議会」があります。 

これらの協議会等では、構成メンバーが重なっていることも多いことから、「小さな町」と

いう地域性の利点を生かし、関係者が連携して問題解決に取り組んでいます。 

こうした取組を持続可能な体制に整えたいと考え、「だれもが暮らしやすい地域づくり協議

会」の専門部会「子ども支援部会」において、関係機関の役割やつながりを図式化した、関係

者向けの担当者一覧表を作成しました。 

また、教育委員会が事務局をしている 2つの組織を統合することが決まり、「福祉、医療と

の連携」を目的とした委員会が、平成 30 年 4 月からスタートする予定です。 

本町では、今後も、関係者が顔を合わせる機会を確保することにより、支援の必要な子ど

もとその保護者への支援の充実を図ります。 
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３ 学校、関係機関等との連携 

⑦ 地域の連携体制や個別のケースの対応等について、必要に応じて、発達障害者支援セ

ンター等の助言を受ける。 

◆ 特別支援教育の取組を可視化する「取組シート」の活用 

推進校においては、学校経営の柱の一つに特別支援教育の充実を位置付けるとともに、校

長のリーダーシップの下、全校的な教育支援体制を整備し、特別な教育的支援が必要な児童

生徒への実態把握や支援等を推進しています。 

これまでの取組から、それぞれの学校（地域）の児童生徒や体制整備の状況が異なること

を踏まえ、「推進校・推進地域『取組シート』」を活用した取組の可視化・共有化をすることに

より、具体的な取組の実施や評価を踏まえた改善など、地域における特別支援教育の一層の充実

を図っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「推進校・推進地域『取組シート』」を活用することにより、各学校や地域の特色を生かし、

地域が一体となった特別支援教育の充実に向けた取組を進めることができました。 

また、取組を可視化したことにより、発達障害者支援センターのコーディネーターから、

地域の連携体制について参考となる情報や指導助言を受けることができました。 

 

 

 

 

「取組３」 
学校、関係機関との連携 
「内容」 
・校内研修の実施 
・特別支援学校、関係機関への相

談、情報提供（引継ぎ） 

 
〇〇幼稚園 〇〇小学校 

〇〇中学校 〇〇高校 

取組内容を共有化 連携先を具体化 支援体制を重点化 

推進日程の 

スケジュール化 

取組内容の 

評価・改善 
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平成 29 年度 道保健福祉部「障がい児等支援連携体制整備事業」 

道教委「発達障がい支援成果普及事業」における「推進地域」 

管 内 市町村  管 内 市町村 

空知 美唄市  上川 美瑛町、愛別町 

石狩 石狩市  留萌 天塩町 

後志 共和町  宗谷 稚内市 

胆振 室蘭市  オホーツク 大空町 

日高 浦河町  十勝 芽室町 

渡島 八雲町  釧路 標茶町 

檜山 厚沢部町  根室 羅臼町、標津町 

 

 

 

 

 

推進地域指定年度
H28
H29

札幌市

江別市

千歳市

恵庭市

北広島市

石狩市

当別町新篠津村

函館市

北斗市

松前町 福島町

知内町

木古内町

七飯町

鹿部町
森町

八雲町

長万部町

江差町

上ノ国町

厚沢部町

乙部町

奥尻町

今金町

せたな町

小樽市

島牧村

寿都町

黒松内町

蘭越町 ニセコ町

真狩村
留寿都村

喜茂別町

京極町

倶知安町

共和町

岩内町

泊村

神恵内村

積丹町

古平町

仁木町

余市町

赤井川村
夕張市

岩見沢市

美唄市

芦別市

赤平市

三笠市

滝川市

砂川市歌志内市

深川市

南幌町

奈井江町

上砂川町

由仁町
長沼町

栗山町

月形町

浦臼町

新十津川町

妹背牛町

秩父別町

雨竜町
北竜町

沼田町

旭川市

士別市

名寄市

富良野市

鷹栖町

東神楽町

当麻町

比布町
愛別町

上川町

東川町

美瑛町

上富良野町

中富良野町

南富良野町

占冠村

和寒町

剣淵町

下川町

美深町

音威子府村中川町

幌加内町

留萌市

増毛町

小平町

苫前町

羽幌町

初山別村

遠別町

天塩町

稚内市

猿払村

浜頓別町

中頓別町

枝幸町

豊富町

礼文町

利尻町

利尻富士町

幌延町

北見市

網走市

紋別市

美幌町

津別町

斜里町

清里町

小清水町

訓子府町

置戸町

佐呂間町

遠軽町

湧別町

滝上町

興部町

西興部村

雄武町

大空町

室蘭市

苫小牧市

登別市

伊達市

豊浦町

壮瞥町 白老町

厚真町

洞爺湖町

安平町

むかわ町

日高町

平取町

新冠町

浦河町

様似町

えりも町

新ひだか町

帯広市

音更町

士幌町

上士幌町

鹿追町

新得町

清水町

芽室町

中札内村
更別村

大樹町

広尾町

幕別町

池田町

豊頃町

本別町

足寄町

陸別町

浦幌町

釧路市
釧路町

厚岸町

浜中町

標茶町

弟子屈町

鶴居村

白糠町

根室市

別海町

中標津町

標津町

羅臼町
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